
ア
メ
リ
カ
全
国
労
働
関
係
法
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
派

｜
立
法
過
程
に
お
け
る
対
抗
関
係
｜

中
島

醸

は
じ
め
に

本
論
文
の
課
題
は
、
一
九
三
五
年
七
月
五
日
に
成
立
し
た
全
国
労
働
関
係
法
（th

e N
a
tio
n
a
l L
a
b
o
r R

ela
tio
n
s A

ct

、
通
称

ワ
グ
ナ
ー
法
、
以
下
、
ワ
グ
ナ
ー
法
と
略
記
）
の
立
法
過
程
に
お
け
る
論
点
を
分
析
し
、
背
後
に
存
在
す
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
リ

ベ
ラ
ル
派
内
部
の
政
治
構
想
の
対
抗
関
係
を
描
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
三
年
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（F

ra
n
k
lin
 
D
ela
n
o
 
R
o
o
sev

elt

）
が
大
統
領
に
就
任
し
た
後
に
成

立
し
た
全
国
産
業
復
興
法
（th

e N
a
tio
n
a
l In

d
u
stria

l R
eco

v
ery A

ct

、
以
下
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
略
記
）
は
、
条
件
付
き
な
が
ら
、

労
働
者
権
を
保
護
の
対
象
と
し
て
規
定
し
た
も
の
と
し
て
、
画
期
的
な
性
格
を
持
っ
て

１
）

い
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
は
大
き
な
制

約
が
存
在
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
第
七
条
ａ
項
は
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を
法
的
に
承
認
し
た
が
、
そ
れ
は
労
使
に
よ
っ
て
結

ば
れ
る
公
正
競
争
規
約
が
満
た
す
べ
き
条
件
の
規
定
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
る
形
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
企
業
や

業
界
団
体
が
労
働
者
と
の
協
議
の
上
に
申
請
す
る
公
正
競
争
規
約
に
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
関
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し
て
は
企
業
組
織
に
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ワ
グ
ナ
ー
法
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
な
ど
の
既
存
の
法
体
系
に
お
け
る
不
備
を
改
善
し
、
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉

権
を
実
質
的
に
保
護
し
、
労
働
者
の
交
渉
力
を
使
用
者
側
と
対
等
な
も
の
と
す
る
た
め
の
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
ア
メ
リ
カ
史
上
初
め

て
の
労
働
法
で
あ

２
）

っ
た
。
そ
の
規
定
と
は
、
労
働
者
権
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め
に
五
つ
の
使
用
者
の
行
為
を
不
当
労
働
行
為

（u
n
fa
ir la

b
o
r p
ra
ctices

）
と
し
て
規
定
し
た
条
項
で
あ
る
。
ま
た
本
法
は
、
団
体
交
渉
に
お
け
る
労
働
者
代
表
を
決
定
す
る
た

め
の
選
挙
に
関
す
る
規
定
を
盛
り
込
み
、
全
国
労
働
関
係
委
員
会
（N

a
tio
n
a
l L
a
b
o
r R

ela
tio
n
s B

o
a
rd

、
以
下
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と

略
記
）
に
不
当
労
働
行
為
の
認
定
・
救
済
の
権
限
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
ワ
グ
ナ
ー
法
の
立
法
過
程
に
お
け
る
重
要
な
論
点
に
つ
い
て
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
議
論
を
取
り
上
げ
、
ワ
グ
ナ
ー
法

に
求
め
た
政
策
的
意
図
を
巡
る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
内
部
の
対
立
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
第
一
節
で
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
リ
ベ
ラ
ル
派
に
か
か
わ
る
先
行
研
究
の
評
価
と
本
稿
の
課
題
の
設
定
を
行
い
、
第
二
節
で

ワ
グ
ナ
ー
法
制
定
時
の
対
立
関
係
と
論
点
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。
第
三
節
か
ら
第
五
節
ま
で
で
、
具
体
的
な
立
法
過
程
に
お
け
る
議

論
の
分
析
を
行
う
。
第
三
節
で
不
当
労
働
行
為
規
定
に
か
か
わ
る
論
点
、
第
四
節
で
労
働
者
代
表
決
定
の
際
の
多
数
決
原
理
の
議
論
、

第
五
節
で
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
拡
大
を
中
心
に
し
た
法
の
規
制
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
の
論
点
を
取
り
上
げ
考
察
す
る
。
第
六
節
で
は

立
法
過
程
で
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
位
置
関
係
と
政
策
的
対
抗
の
構
図
を
ま
と
め
る
。
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一

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
派
研
究
の
課
題

一
）

リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
対
抗
関
係
の
分
析

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
研
究
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
社
会
改
革
を
主
導
し
た
勢
力
の
評
価
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、「
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」（co

rp
o
ra
te lib

era
lism

）論
を
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
評
価
に
適
用
し
た
議
論
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
改
革
の
進
歩
性
を
高
く
評
価
す
る
そ
れ
ま
で
の
研
究

へ
の
批
判
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
バ
ー
ト
ン
・
Ｊ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
（B

a
rto
n
 
J.

B
ern

stein

）
や
ロ
ナ
ル
ド
・
ラ
ド
シ
ュ
（R
o
n
a
ld R

a
d
o
sh

）
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
改
革
は
「
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・
リ
ベ
ラ
ル
」
派

と
呼
ば
れ
る
大
企
業
の
エ
リ
ー
ト
の
構
想
と
一
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
論

３
）

じ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
ロ
デ
ィ
（D

a
v
id B

ro
d
y

）
や
セ
ー
ダ
・
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
（T

h
ed
a S

k
o
cp
o
l

）
ら

は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
労
働
運
動
に
は
社
会
民
主
主
義
的
要
素
は
わ
ず
か
に
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
諸
改
革
を
主
導
し
た
の
は
、
企
業
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
の
民
主
党
連
邦
上
院
議
員
ロ
バ
ー
ト
・

Ｆ
・
ワ
グ
ナ
ー
（R
o
b
ert F

.
W
a
g
n
er

）
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
派
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」

論
を
批
判

４
）

し
た
。

こ
の
リ
ベ
ラ
ル
派
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
改
革
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
議
論
は
、「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル＝

社
会
民
主
主

義
」
論
と
、
ニ
ュ
ー
・
レ
フ
ト
史
学
の
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・
リ
ベ
ラ
ル
派
主
導
論
と
の
両
者
を
批
判
し
、
ア
メ
リ
カ
独
特
の
特
徴
を
持
っ

た
リ
ベ
ラ
ル
派
が
主
導
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
評
価
を
踏
ま
え
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
派
の
実
像
を
明
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ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
現
在
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
特
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
プ
ロ
ト
キ
ー（D

a
v
id P

lo
tk
e

）

の
「
革
新
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
の
「
リ
ベ
ラ
ル
派
」
の
考
察
と
、
紀
平
英
作
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
国
家
機
能
に
関
す
る

研
究
「
複
合
的
・
多
元
的
国
家
機
能
」
論
が
重
要
で

５
）

あ
る
。

プ
ロ
ト
キ
ー
は
、
ブ
ロ
デ
ィ
や
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
と
同
様
に
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
改
革
の
主
導
勢
力
は
、
実
業
界
で
は
な
く
、
リ
ベ

ラ
ル
派
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
ち
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
実
体
を
具
体
的
に
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
プ
ロ
ト
キ
ー

は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
な
ど
の
三
〇
年
代
中
葉
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
形
成
に
お
い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
経
営
者
ら
が
主
た
る
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
研
究
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
政
府
と
の
政
治
的
敵
対
関
係
を
軽
視
し
て
い
る
と
批

判
す
る
。
彼
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
作
成
・
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
革
新
的
リ
ベ
ラ
ル
派
の
政

治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
っ
た
と
論

６
）

じ
た
。
革
新
的
リ
ベ
ラ
ル
派
グ
ル
ー
プ
は
、
個
人
や
小
集
団
の
つ
な
が
り
で
発
展
し
た
も
の

で
、
明
確
に
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
既
存
の
政
府
機
関
や
制
度
を
超
え
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
外
部
に
ま
で
広
が
る

影
響
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
中
核
エ
リ
ー
ト
と
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
、
議
会
、
政
府
機
関
に
存
在
す
る
民
主
党
革
新
的
リ
ベ

ラ
ル
派
（D

em
o
cra

tic p
ro
g
ressiv

e lib
era

ls
）
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の
議
論
で

は
リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
政
策
的
な
多
様
性
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
リ
ベ
ラ
ル
派
は
全
体
と
し
て
、
一
九
二
九
年
以
降
の
大
恐
慌
の
原
因
を
、
労
働
者
を
含
め
た
国
民
の
購
買

力
が
、
飛
躍
的
に
向
上
し
た
生
産
力
に
見
合
っ
た
状
況
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
に
見
い
だ
し
て
い
た
。
つ
ま
り
過
少
消

費
説
で
あ
る
。
そ
し
て
産
業
復
興
の
実
現
は
、
広
範
な
国
民
へ
の
購
買
力
の
分
配
の
下
で
し
か
な
し
え
ず
、
そ
の
購
買
力
の
平
等
的

分
配
の
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
規
制
す
る
方
向
で
の
国
家
介
入
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
実
際
の

政
策
に
お
い
て
は
、
現
実
の
経
済
の
中
で
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
特
定
の
階
級
・
階
層
の
利
益
を
保
護
し
「
優
遇
」
す
る
政
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策
を
、「
中
立
」
で
あ
る
べ
き
法
律
（
連
邦
法
）
で
も
っ
て
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
購
買
力
の
平

等
的
分
配
の
具
体
的
方
策
、
国
家
の
介
入
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
の
か
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
富
の
平
等
的

分
配
こ
そ
が
経
済
復
興
の
鍵
と
な
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
個
別
具
体
的
な
政
策
上
の
論
点
に
入
る
と
分
岐
が
生

じ
て
く
る
の
で

７
）

あ
る
。

そ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
紀
平
英
作
の
研
究
で
あ
る
。
紀
平
英
作
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
政
治
秩
序
を
体
現
す
る
理
念
と
し

て
、「
国
家
機
能
の
拡
張
論
」「
労
働
者
の
階
級
的
統
合
論
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
も
っ
た
「
複
合
的
・
多
元
的
国
家
機
能
論
」
を

提
示
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
政
治
秩
序
と
は
、
新
た
な
国
家
の
重
要
な
集
団
的
成
員
と
し
て
登
場
し
て
き
た
労
働
者
階
級

（
特
に
不
熟
練
労
働
者
）を
、
階
級
的
立
法
を
伴
っ
て
、
国
家
の
機
能
を
経
済
や
社
会
の
場
面
へ
の
介
入
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
で
、

国
民
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。
彼
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
が
労
働
運
動
と
の
連
携
の
下
に
活
動
し
て
い
た
こ

と
、ワ
グ
ナ
ー
法
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
が
階
級
的
組
織
を
通
じ
て
要
求
を
し
て
い
く
こ
と
を
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
こ
と
、ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
治
秩
序
で
は
ワ
グ
ナ
ー
法
制
定
後
の
新
た
な
政
治
秩
序
の
担
い
手
と
し
て
労
働
運
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
り
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
法
的
性
格
や
リ
ベ
ラ
ル
派
の
政
策
構
想
の
分
析
と
し
て
は
重
要
な
研
究
で

８
）

あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
研
究
で
も
、
そ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
派
の
構
想
を
体
現
す
る
諸
条
項
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派

内
で
激
し
い
対
立
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ワ
グ
ナ
ー
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
表
面
化
し
て
い
た
こ
と
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
考

察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
派
の
政
策
構
想
に
つ
い
て
、
そ
の
内
部
の
対
抗
関
係
を
描
き
出
す
と
い
う
課
題
は
依
然
と
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
な
い
。
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二
）

リ
ベ
ラ
ル
派
の
二
つ
の
区
分

本
稿
は
、
さ
し
あ
た
り
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
対
抗
を
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
の
二
つ
に
区

分
し
て
考
察
す
る
。

①
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派

第
二
期
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
改
革
立
法
に
対
し
て
、
大
統
領
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
当
初
は
積
極
的
に
成
立
に
動
い
て
は
い
な

か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
大
統
領
の
消
極
さ
を
乗
り
越
え
て
立
法
化
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
リ
ベ
ラ
ル
派

で
あ
っ
た
。
こ
の
構
図
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
制
定
以
降
の
一
九
三
三
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
、
鉄
鋼
や
自
動
車
、
繊
維
、
衣
服
な
ど
の
主
要
な
産
業
に
お
い
て
、

組
合
承
認
を
主
た
る
争
点
と
し
た
労
働
争
議
が
激
増

９
）

し
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
ワ
グ
ナ
ー
は
三
四
年
三
月
一
日

に
、
後
の
ワ
グ
ナ
ー
法
の
直
接
の
原
案
と
な
る
労
働
争
議
法
案
（L

a
b
o
r D

isp
u
tes B

ill o
f
1934：

S
.
2926

）を
提
案
し
た
。
本

法
案
は
、
上
院
労
働
委
員
会
を
通
過
す
る
も
同
年
五
月
二
六
日
に
廃
案
と
な
っ
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
こ
の
労
働
争
議
法
案
に

対
し
て
き
わ
め
て
消
極
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
三
五
年
二
月
二
一
日
に
ワ
グ
ナ
ー
が
、
上
院
労
働
委
員
会
に
全
国
労

働
関
係
法
案
（N

a
tio
n
a
l L
a
b
o
r R

ela
tio
n
s B

ill:
S
.
1958

）
を
提
案
し
た
が
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
そ
の
前
日
に
は
、
時
限
立

法
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
二
年
の
延
長
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
議
会
に
送
っ
て

10
）

い
た
。
そ
の
後
、
同
年
六
月
四
日
に
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル

ト
が
法
案
全
面
的
支
持
に
回
り
、
民
主
党
が
全
体
と
し
て
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
継
続
を
放
棄
し
、
ワ
グ
ナ
ー
法
成
立
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
起
草
、
提
案
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
大
統
領
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
で
は
な
く
、
リ
ベ
ラ
ル
派
が
握
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
、
重
要
な
位
置
を
占
め
た
の
が
、
労
働
運
動
と
密
接
な
連
携
を
も
つ
勢
力
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
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盟
（A

m
erica

n F
ed
era

tio
n o
f L
a
b
o
r

、
以
下
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
略
記
）
や
他
の
産
別
組
合
な
ど
の
組
織
労
働
は
既
に
民
主
党
・
ロ
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の
重
要
な
支
持
基
盤
と
な
っ
て
い
た
が
、
民
主
党
全
体
の
意
思
決
定
を
掌
握
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
状
況
の
中
で
、
労
働
運
動
と
自
覚
的
に
結
合
し
た
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
（la

b
o
r lib

era
ls

）
と
も
呼
べ
る
勢
力
が
二
〇
年
代
末

葉
の
改
革
運
動
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
民
主
党
の
政
策
立
案
を
主
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
派
の
中
で
代
表
的
な
政
治
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
が
、
本
法
の
提
案
者
で
も
あ
る
ワ
グ
ナ
ー
で
あ
っ

た
。
ワ
グ
ナ
ー
は
、
一
九
〇
四
年
か
ら
〇
九
年
ま
で
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
下
院
議
員
、
〇
九
年
か
ら
一
九
年
ま
で
の
州
上
院
議
員
、

二
六
年
以
降
の
連
邦
上
院
議
員
と
し
て
の
政
治
活
動
を
通
じ
て
、
失
業
補
償
、
職
業
紹
介
、
工
場
環
境
規
制
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
労
働

立
法
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
三
六
年
に
は
、
大
統
領
選
挙
・
議
会
選
挙
向
け
の
民
主
党
政
治
綱
領
起
草
委
員
会
（C

o
m
m
it-

tee o
n P

la
tfo
rm
 
a
n
d R

eso
lu
tio
n

）
の
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ワ
グ
ナ
ー
は
、
三
〇
年
代
中
葉
に
は
民
主
党
の

「
現
代
化
」＝

「
二
〇
世
紀
的
現
実
に
合
致
し
た
政
策
を
推
進
す
る
政
党
へ
の
転
換
」
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
有
力
な
リ
ベ
ラ
ル

派
政
治
家
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て

11
）

い
た
。
同
時
に
ワ
グ
ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
政
治
活
動
を
行
う
際
に
、
労
働
運
動
と
の
議
論
を
重

ね
、
連
携
し
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
労
働
運
動
と
自
覚
的
に
結
合
し
た
政
治
勢
力
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
た

の
で

12
）

あ
る
。

②
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派

実
業
界
で
は
、
政
府
の
社
会
へ
の
介
入
に
対
す
る
頑
強
な
反
対
、
伝
統
的
自
由
主
義
と
で
も
い
え
る
も
の
に
依
拠
し
た
姿
勢
を
示

す
保
守
派
が
強
か
っ
た
。
実
業
界
の
多
数
派
を
占
め
る
保
守
派
は
一
貫
し
て
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
反
対
し
て
い
た
。
実
業
界
保
守
派

を
代
表
す
る
組
織
が
全
国
製
造
業
者
協
会
（N

a
tio
n
a
l A

sso
cia
tio
n o

f M
a
n
u
fa
ctu

rers

、
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
と
略
記
）
で
あ
り
、

各
州
、
各
地
域
に
お
け
る
製
造
業
者
協
会
（th

e A
sso

cia
tio
n o

f M
a
n
u
fa
ctu

rers

）
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
保
守
派
に
対
し
て
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
は
経
営
者
の
中
に
、
労
働
ス
パ
イ
や
ス
ト
破
り
、
暴
力
に
よ
る
労
働
者
支

配
で
は
な
く
、
人
事
管
理
・
労
務
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し
、
従
業
員
へ
の
福
利
厚
生
、
従
業
員
代
表
制
を
軸
に
し
た
労
務
管
理
を

提
唱
す
る
一
群
が
現
れ
た
。
そ
し
て
三
〇
年
代
初
頭
に
は
、
実
業
界
に
お
い
て
保
守
派
と
距
離
を
置
き
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
産
業

構
造
の
質
的
転
換
を
踏
ま
え
た
企
業
行
動
、
労
務
管
理
の
あ
り
方
を
変
更
さ
せ
る
方
向
で
産
業
復
興
を
追
求
す
る
と
い
う
層
が
形
成

さ
れ
て
き
て
い
た
。

彼
ら
は
確
か
に
実
業
界
で
は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（G

en
era

l E
lectric C

o
m
p
a
n
y
:
G
E

）

や
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク
社
（E

a
stm

a
n
 
K
o
d
a
k
 
C
o
m
p
a
n
y

）、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
社

（S
ta
n
d
a
rd O

il C
o
m
p
a
n
y
,
N
ew
 
Jersey

）
な
ど
の
有
力
な
経
営
者
た
ち
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
商
務
省
所

属
の
ビ
ジ
ネ
ス
諮
問
委
員
会
（B

u
sin
ess A

d
v
iso
ry C

o
u
n
cil:B

A
C

）
や
全
国
産
業
復
興
局
（N

a
tio
n
a
l R
eco

v
ery A

d
m
in
is-

tra
tio
n
:N
R
A

）
内
の
産
業
諮
問
委
員
会
（In

d
u
stria

l A
d
v
iso
ry B

o
a
rd
:IA

B

）
な
ど
に
参
集
し
実
業
界
に
お
い
て
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
政
権
を
支
え
る
集
団
と
な
っ
て
お
り
、
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
（b

u
sin
ess lib

era
ls

）
と
し
て
の
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
勢

力
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

13
）

よ
う
。

③
リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
対
抗
関
係
の
考
察

こ
う
し
た
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
実
業
界
の
リ
ベ
ラ
ル
派
経
営
者
た
ち
と
の
間
に
は
あ
る
種
の
不
一
致
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、

先
に
も
あ
げ
た
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
の
議
論
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
ワ
グ
ナ
ー
法
や
社
会
保
障
法
（th

e
 
S
o
cia
l
 
S
ecu

rity
 

A
ct

）
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
社
会
改
革
立
法
を
主
導
し
た
の
は
ワ
グ
ナ
ー
ら
の
リ
ベ
ラ
ル
派
で
あ
り
、「
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・

リ
ベ
ラ
ル
」
で
は
な
か
っ
た
と

14
）

す
る
。
こ
の
議
論
で
は
、
両
者
の
政
策
構
想
に
違
い
が
存
在
す
る
の
か
否
か
、
と
い
う
課
題
に
は
触

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
両
者
に
あ
る
種
の
不
一
致
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
の
議
論
で
は
、
実
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業
界
の
中
で
の
「
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
・
リ
ベ
ラ
ル
」
派
の
位
置
・
影
響
力
（
の
弱
さ
）
に
関
心
が
集
中
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

改
革
立
法
を
支
持
し
た
リ
ベ
ラ
ル
派
と
い
う
枠
の
中
に
両
者
を
位
置
づ
け
て
、
そ
の
議
論
の
違
い
を
考
察
す
る
こ
と
は
な
さ
れ
な

か
っ
た
。

改
革
立
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
が
体
制
と
し
て
一
定
程
度
の
安
定
性
を
持
っ
て
定
着
す
る
に
は
、
経
済
的
な
安
定
と
い
か
な
る
形

で
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
実
業
界
が
そ
れ
を
い
か
に
受
容
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

実
業
界
の
反
応
、
中
で
も
改
革
を
支
持
し
た
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
が
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
何
を
受
容
し
、
何
に
同
意
し
な
か
っ
た
の
か

と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
改
革
を
主
導
し
た
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
を
取
り
上
げ
、
両
者
の
立
法
過
程
で
の
対
立
点
・

論
点
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
背
後
に
あ
る
政
策
構
想
の
違
い
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
目
的
と
す
る
。

二

ワ
グ
ナ
ー
法
制
定
時
の
対
立
関
係
と
論
点

一
）

ワ
グ
ナ
ー
法
に
つ
い
て
の
対
立
関
係

ワ
グ
ナ
ー
法
を
め
ぐ
る
対
抗
関
係
で
、
ま
ず
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
大
統
領
で
あ
る
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
自
身
の
態
度
で
あ
ろ
う
。

彼
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
六
月
の
ワ
グ
ナ
ー
法
全
面
的
支
持
に
変
わ
る
ま
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
長
期
延
長
に
こ
だ
わ
っ

て
お
り
、
全
国
労
働
関
係
法
案
に
は
積
極
的
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
立
場
を
条
件
付
き
な
が
ら
支

持
し
て
い
た
の
が
、
合
衆
国
商
業
会
議
所
（C

h
a
m
b
er o

f C
o
m
m
erce o

f th
e U

n
ited S

ta
tes

、
以
下
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
略
記
）

と
Ａ
Ｆ
Ｌ
で
あ
っ
た
。
三
五
年
ま
で
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
会
頭
を
務
め
た
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｉ
・
ハ
リ
マ
ン
（H

en
ry I.

H
a
rrim

a
n

）
は
、
Ｎ
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Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
そ
の
も
の
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
の
一
翼
を
占
め
て
い
た
。
た
だ
彼
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大

統
領
を
支
持
す
る
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
九
一
九
年
に
創
設
さ
れ
た
調
査
・
活
動
機
関
で
あ
る
二
〇
世
紀
基
金
（T

w
en
ty

 
C
en
tu
ry F

u
n
d

）に
集
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
派
企
業
家
と
は
立
場
を
異
に
し
、
ワ
グ
ナ
ー
法
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｆ
Ｌ
会
長
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
（W

illia
m
 
G
reen

）
も
、
労
働
者
代
表
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
を
制
度
的
に
認
め
る
こ
と
を
条
件
に
Ｎ
Ｉ
Ｒ

Ａ
更
新
を
支
持
し
て
い
た
。

ま
た
、
ワ
グ
ナ
ー
法
制
定
に
正
面
か
ら
反
対
し
た
の
は
、
実
業
界
の
大
部
分
を
占
め
る
保
守
派
や
鉄
鋼
産
業
を
中
心
と
し
た
「
会

社
組
合
」
な
ど
の
右
か
ら
の
反
対
派
と
、
共
産
党
な
ど
の
左
か
ら
の
反
対
派
で
あ
っ
た
。

対
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー
ら
提
案
者
の
側
で
あ
っ
た
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
が
支
持
の
立
場
で
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、

二
〇
世
紀
基
金
に
集
う
リ
ベ
ラ
ル
派
経
営
者
た
ち
も
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
を
明
確
に
し
て
い
た
。
こ
の
勢
力
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
製
紙
会
社
の
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｓ
・
デ
ニ
ス
ン
（H

en
ry S

.
D
en
n
iso
n

）
と
、
二
〇
世
紀
基
金
の
政
府
と
労

働
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（S

p
ecia

l C
o
m
m
ittee o

n th
e G

o
v
ern

m
en
t a
n
d L

a
b
o
r

）
の
議
長
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｈ
・

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
（W

illia
m
 
H
.
D
a
v
is

）
を
取
り
上
げ
る
。

本
論
文
で
は
、
中
心
的
な
立
法
者
で
あ
り
、
民
主
党
リ
ベ
ラ
ル
派
の
代
表
的
な
政
治
家
で
あ
っ
た
ワ
グ
ナ
ー
と
、
実
業
界
リ
ベ
ラ

ル
派
の
ハ
リ
マ
ン
や
デ
ニ
ス
ン
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
ら
の
議
論
を
具
体
的
に
分
析
対
象
と
し
た
い
。
ま
た
同
時
に
、
議
論
の
対
比
を
見
る

た
め
に
、
実
業
界
の
保
守
派
の
Ｎ
Ａ
Ｍ
の
議
論
に
も
触
れ
つ
つ
考
察
し
た
い
。

二
）

立
法
過
程
で
の
論
点

こ
こ
で
ワ
グ
ナ
ー
法
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
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ま
ず
、
第
一
条
で
は
「
事
実
の
認
定
と
政
策
」（F

in
d
in
g
s a
n
d P

o
licy

）
と
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
目
的
を
述
べ
、
第
二
条
で

諸
事
項
の
定
義
（D

efin
itio

n
s

）
を
行
っ
た
後
、
第
三
条
か
ら
第
六
条
に
か
け
て
ワ
グ
ナ
ー
法
に
関
す
る
諸
規
定
を
明
記
し
た
。
第

七
条
で
は
従
業
員
の
権
利
を
規
定
し
、
第
八
条
に
お
い
て
従
業
員
の
権
利
と
の
関
係
で
不
当
労
働
行
為
の
規
定
を
五
点
列
挙
す
る
。

第
九
条
で
は
労
働
者
代
表
選
出
の
選
挙
に
関
す
る
規
定
を
行
っ
て
お
り
、
ａ
項
で
は
選
挙
の
多
数
決
原
則
を
明
記
し
、
ｂ
項
で
は
適

切
な
交
渉
単
位
の
基
準
の
認
定
に
関
す
る
規
定
を
行
う
。
そ
の
後
、
第
一
〇
条
に
お
い
て
不
当
労
働
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
Ｎ
Ｌ

Ｒ
Ｂ
に
お
け
る
不
服
申
し
立
て
・
聴
聞
会
・
証
言
等
の
手
続
き
を
規
定
し
、
第
一
一
条
、
第
一
二
条
で
は
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
捜
査
権
限

（In
v
estig

a
to
ry P

o
w
ers

）
を
規
定
し
た
。
最
後
の
第
一
三
条
か
ら
第
一
六
条
に
か
け
て
は
い
く
つ
か
の
限
定
事
項
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

一
九
三
四
年
の
ワ
グ
ナ
ー
労
働
争
議
法
案
、
三
五
年
の
全
国
労
働
関
係
法
案
の
審
議
で
主
た
る
論
点
と
な
っ
た
の
は
次
の
点
で

15
）

あ
る
。
第
一
が
第
八
条
の
不
当
労
働
行
為
規
定
で
あ
り
、
第
二
が
第
九
条
の
従
業
員
代
表
選
出
に
関
わ
る
多
数
決
原
則
の
問
題
と
交

渉
単
位
の
認
定
問
題
で
あ
っ
た
。
不
当
労
働
行
為
の
認
定
や
交
渉
単
位
の
調
停
を
行
う
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
手
続
き
・
権
限
に
つ
い
て
が
、

第
三
の
論
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
反
対
派
は
、
不
当
労
働
行
為
規
定
や
多
数
決
原
則
を
巡
る
規
定
を
踏
ま
え
、
政
策
全
体
が
違
憲
で
あ
る
と
の
論
陣
を
張
り
、

そ
れ
を
法
案
反
対
の
最
大
の
論
拠
と
し
て
い
た
。
ワ
グ
ナ
ー
法
の
合
憲
性
が
法
案
全
体
の
性
格
に
か
か
わ
る
論
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ

よ
う
。
特
に
、
こ
の
ワ
グ
ナ
ー
法
違
憲
論
は
、
反
対
派
、
実
業
界
保
守
派
が
、
強
力
に
主
張
し
た
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
主
に
二

つ
の
観
点
か
ら
の
違
憲
論
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
連
邦
議
会
に
は
労
使
関
係
を
規
制
す
る
権
限
が
な
い
と
の
議
論
で
あ
っ
た
。
憲
法

第
一
条
第
八
節
第
三
項
（
州
際
通
商
条
項
）
と
連
邦
最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
、
連
邦
議
会
に
許
さ
れ
た
管
轄
権
は
州
際
通
商
の
み
で

あ
り
、
生
産
と
労
使
関
係
も
含
め
た
付
随
事
項
は
州
の
排
他
的
管
轄
権
に
属
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
案
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は
そ
の
憲
法
上
規
定
さ
れ
た
範
疇
を
超
え
る
規
制
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
第
二
が
、
法
案
は
労
使
関
係
の
規
制
を
目
的
と
し
て
お

り
、
使
用
者
の
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
権
利
を
侵
害
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
法
案
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
、
修

正
第
一
四
条
の
下
で
確
立
さ
れ
た「
法
の
適
正
手
続
き
」（d

u
e p
ro
cess o

f la
w

）と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る「
契
約
の
自
由
」（lib

erty
 

o
f co

n
tra
ct

）
を
侵
害
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
へ
の
違
反
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
活
動
権

限
と
手
続
き
が
、
理
由
の
な
い
調
査
や
差
し
押
さ
え
に
関
す
る
保
護
を
規
定
し
た
憲
法
修
正
第
四
条
と
、
陪
審
審
理
を
保
障
し
た
修

正
第
七
条
の
二
つ
の
条
項
に
違
反
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
論
点
の
中
で
本
稿
で
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
規
定
に
つ
い
て
の
上
記
の
三
つ
の
論
点
、
不
当
労
働
行
為
と
し
て
の
使
用
者

の
禁
止
事
項
の
明
確
化
、
多
数
決
原
理
、
調
停
機
関
と
し
て
の
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
拡
大
と
い
う
三
つ
の
論
点
を
取
り
上

16
）

げ
る
。

三

不
当
労
働
行
為
規
定
に
か
か
わ
る
論
点

論
点
の
第
一
は
、
不
当
労
働
行
為
規
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
規
定
の
適
用
対
象
の
問
題
と
「
会
社
組

合
」
の
扱
い
の
二
つ
が
大
き
く
争
わ
れ
た
点
で
あ
っ
た
。

一
）

不
当
労
働
行
為
規
定

こ
の
不
当
労
働
行
為
規
定
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
も
っ
と
も
重
要
な
規
定
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
が
抱
え

て
い
た
最
大
の
弱
点
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
規
定
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

①
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
の
問
題
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ワ
グ
ナ
ー
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
を
提
案
す
る
際
に
、
ま
ず
既
存
の
法
体
系
の
問
題
、
一
九
三
三
年
に
成
立
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
同
法
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
体
制
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
）
の
制
約
性
を
強
調
す
る
。
彼
の
議
論
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
起
草
に
関
わ
り
成
立
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
た
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
の
意
義
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を
法
的
に
承
認
し
た
第
七
条
ａ
項
の
規
定
と
と
も
に
、
各
産
業
の
労
使
間
で
最

低
賃
金
や
最
高
労
働
時
間
等
の
労
働
条
件
に
関
す
る
自
主
的
な
規
約
の
制
定
、
各
産
業
に
お
け
る
個
別
の
調
停
機
関
と
し
て
の
産
業

委
員
会
の
創
設
、
全
国
的
な
調
停
機
関
と
し
て
の
全
国
労
働
委
員
会
（N

a
tio
n
a
l L
a
b
o
r B

o
a
rd

、
以
下
、
Ｎ
Ｌ
Ｂ
と
略
記
）
の
創

設
を
も
っ
て
、
労
使
関
係
の
安
定
化
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｂ
は
、
そ
う
し
た
条
件
の
下
で
「
全
て
の
利
害

に
有
益
な
条
件
で
、
争
い
を
調
停
し
、
多
数
の
労
働
者
を
復
職
さ
せ
る
際
に
、
す
ば
ら
し
い
役
割
を
は
た
し
て
き
た
」の
で
あ

17
）

っ
た
。

た
だ
、「
最
低
賃
金
と
労
働
時
間
上
限
を
固
定
化
す
る
政
府
の
政
策
」で
も
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
は
、
そ
も
そ
も
産
業
平
和
と
労
使
協

力
の
基
礎
条
件
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
解
決
策
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
そ
れ
は
単
に
、
復
興
さ
れ
た
産
業
と
復

権
さ
れ
た
労
働
の
相
互
の
努
力
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
基
礎
」
で
あ

18
）

っ
た
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
は
自
発
的
精
神
に
基
づ
い
た
体
制
で
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｌ
Ｂ
に
は
そ
の
決
定
を
強
制
す
る
権
限
は
な
く
最
初

か
ら
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
多
数
の
産
業
委
員
会
が
調
整
機
関
の
介
入
を
認
め
な
い
方
向
で
第
七
条
ａ
項

を
解
釈
し
た
た
め
、「
混
乱
と
矛
盾
の
迷
宮
が
作
り
出
さ
れ
て
」き
た
の
で
あ

19
）

っ
た
。
実
際
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
制
定
後
、
ス
ト
ラ
イ
キ
件

数
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
増
大
し
、
産
業
平
和
・
労
使
協
力
が
実
現
さ
れ
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
労
働
者
が
「
協
力
し

て
行
動
す
る
自
由
を
望
ん
で
も
」、そ
れ
が
使
用
者
に
よ
っ
て「
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、彼
ら
の
集
団
内
の
従
順
で
な
い
メ
ン
バ
ー

の
行
動
を
制
限
す
る
よ
う
な
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。使
用
者
側
の
第
七
条
ａ
項
の
欠
陥
を
つ
い
た
対
応
に
よ
っ
て

労
働
争
議
が
助
長
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
産
業
平
和
・
労
使
協
力
が
不
可
能
に
な
る
と
、
労
働
者
は
「
生
産
と
購
買
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力
と
を
調
整
す
る
国
民
的
な
活
動
に
参
加
で
き
な
」
く
な
る
。
生
産
や
利
益
の
復
興
に
比
べ
て
賃
金
の
「
復
興
」
が
遅
れ
て
お
り
、

賃
金
と
利
潤
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
格
差
が
維
持
・
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

ら
の
権
利
を
否
定
さ
れ
た
労
働
者
た
ち
の
怒
り
は
さ
ら
に
増
し
、
破
壊
的
な
形
で
現
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

20
）

あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制

は
、
第
七
条
ａ
項
に
対
す
る
抜
け
道
的
解
釈
や
そ
の
弱
点
を
つ
い
た
使
用
者
側
の
反
撃
で
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
第
七
条
ａ
項
の
最
大
の
弱
点
は
、
労
働
者
の
団
結
権
・
組
織
化
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
妨
害
す
る
使
用

者
の
行
為
を
禁
止
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
本
条
項
は
、
労
働
者
が
自
ら
の
代
表
選
出
や
代
表
を
通
じ
て
行
動
す
る
際

に
、
何
ら
使
用
者
か
ら
干
渉
や
制
限
を
受
け
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
が
対
等
な
交
渉
力
を
持
つ
真
の

団
体
交
渉
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
労
働
者
の
自
由
を
不
可
能
に
す
る
使
用
者
側
の
行
為
を
禁
止
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

ワ
グ
ナ
ー
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
第
七
条
ａ
項
で
は
、
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を
法
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
権
利
行

使
が
不
可
能
と
な
る
よ
う
な
使
用
者
の
介
入
を
禁
止
す
る
規
定
を
盛
り
込
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
労
働
者
の
権
利
を
十
分
に
保

障
し
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ワ
グ
ナ
ー
法
で
は
、
当
然
、
労
働
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
よ
う
な
使
用
者
の
行
為
を
不

当
労
働
行
為
と
し
て
具
体
的
に
明
記
し
た
の
で
あ
る
。

②
不
当
労
働
行
為
規
定

不
当
労
働
行
為
と
明
記
さ
れ
た
の
は
使
用
者
に
よ
る
以
下
の
五
つ
の
行
為
で
あ
っ
た
。
①
被
用
者
の
活
動
や
組
織
化
の
権
利
を
制

限
・
強
要
し
て
妨
害
す
る
こ
と
、
②
労
働
組
合
の
結
成
・
運
営
に
使
用
者
が
支
配
・
干
渉
す
る
こ
と
、「
会
社
組
合
」
の
設
立
を
被
用

者
に
強
要
す
る
こ
と
、
③
被
用
者
の
雇
用
・
雇
用
期
間
な
ど
に
関
し
て
差
別
的
待
遇
を
行
う
こ
と
で
組
合
へ
の
加
入
（
非
加
入
）
を

強
要
す
る
こ
と
、
④
被
用
者
の
告
発
・
証
言
を
理
由
と
し
て
解
雇
・
差
別
的
待
遇
を
行
う
こ
と
、
⑤
被
用
者
の
代
表
者
と
の
団
体
交
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渉
を
拒
否
す
る

21
）

こ
と
。

不
当
労
働
行
為
の
明
記
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
組
織
化
へ
の
干
渉
・
妨
害
や
団
体
交
渉
の
拒
否
を
禁
止
し
、
こ
れ
ま
で
使
用
者
の

妨
害
に
よ
っ
て
名
ば
か
り
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
を
実
質
的
に
保
障
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。

た
だ
ワ
グ
ナ
ー
は
、
使
用
者
が
労
働
者
と
の
集
団
的
交
渉
に
応
じ
る
こ
と
は
無
条
件
に
義
務
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
一

方
で
、
交
渉
後
に
労
働
者
代
表
と
の
合
意
に
達
す
る
こ
と
を
義
務
化
は
し
て
い
な
い
と
も
付
け
加
え
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ハ
リ
マ
ン
は
、
一
九
三
四
年
三
月
の
労
働
争
議
法
案
の
公
聴
会
に
お
い
て
、
不
当
労
働
行
為
を
規
定
し
た
条
項（
第

五
条
）
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
第
七
条
ａ
項
を
拡
大
解
釈
し
不
必
要
に
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
。
ワ
グ
ナ
ー
法
の

不
当
労
働
行
為
規
定
は
使
用
者
の
み
を
規
制
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
た
と
え
第
七
条
ａ
項
に
文
面
上
、
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
と
し
て
も
、
労
働
者
組
織
に
一
定
の
責
務
を
課
し
、「
労
働
組
織
の
一
部
や
他
の
関
係
者
か
ら
の
干
渉
、
不
当
な
制
限
、
強
要
か

ら
も
」
労
働
者
を
守
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
当
な
解
釈
で
は
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て

22
）

い
る
。

ま
た
ハ
リ
マ
ン
は
、
ほ
ぼ
一
年
後
の
全
国
労
働
関
係
法
案
の
公
聴
会
で
は
、
不
当
労
働
行
為
を
使
用
者
だ
け
に
制
限
す
る
の
で
は

な
く
、
労
働
者
組
織
の
真
の
独
立
を
邪
魔
す
る
連
中
や
ゆ
す
り
屋
な
ど
か
ら
の
強
要
か
ら
も
自
由
に
す
る
た
め
に
、
不
当
労
働
行
為

の
定
義
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。

こ
の
よ
う
な
ハ
リ
マ
ン
の
不
当
労
働
行
為
の
規
定
が
一
方
的
に
使
用
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
正
面
か
ら
の
批
判
と

は
対
照
的
に
、
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
で
ワ
グ
ナ
ー
法
を
支
持
す
る
の
二
〇
世
紀
基
金
の
「
政
府
と
労
働
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

結
論
と
勧
告
」
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
は
別
に
、「
全
産
業
に
適
用
可
能
で
、
結
社
・
自
己
組
織
化
・
代
表
選
出
の
自
由
を
労
働
者
に
保

障
し
、
労
働
時
間
や
賃
金
・
労
働
条
件
に
関
す
る
団
体
協
約
を
奨
励
・
是
認
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
連
邦
労
働
法
の
制
定
」
が
必
要

と
の
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
提
言
の
中
で
禁
止
事
項
と
し
て
規
定
す
べ
き
点
と
し
て
、
使
用
者
の
威
圧
や
強
要
、
差
別
待
遇
、
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労
働
者
の
組
織
化
に
対
す
る
干
渉
、
労
働
者
の
法
の
下
で
の
証
言
を
理
由
に
し
た
差
別
待
遇
の
四
つ
を
あ
げ
て

23
）

い
た
。
こ
れ
は
ワ
グ

ナ
ー
法
と
ほ
ぼ
同
じ
立
場
で
あ
っ
た
。

こ
の
不
当
労
働
行
為
の
規
定
に
か
か
わ
っ
て
、
制
定
過
程
で
大
き
な
論
争
点
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
規
定
の
対
象
に
関
す
る
問
題

と
「
会
社
組
合
」
問
題
で
あ
っ
た
。

二
）

使
用
者
へ
の
一
方
的
規
制

不
当
労
働
行
為
規
定
に
か
か
わ
っ
た
争
点
の
一
つ
目
が
、
規
定
の
対
象
を
使
用
者
に
限
定
し
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

従
業
員
へ
の
圧
力
、
労
働
者
組
織
へ
の
加
盟
・
非
加
盟
を
求
め
た
り
す
る
「
強
要
」（co

ercio
n

）
を
規
制
す
る
際
に
、
使
用
者
だ
け

の
「
強
要
」
を
規
制
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
ら
ゆ
る
者
か
ら
の
「
強
要
」
を
規
制
す
る
の
か
と
い
う
議
会
討
論
で
も
大
き
く
問
題

と
な
っ
た
論
点
を
取
り
上
げ
る
。

こ
の
点
は
主
に
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
選
出
の
民
主
党
の
ミ
ラ
ー
ド
・
Ｅ
・
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
（M

illa
rd E

.
T
y
d
in
g
s

）
上
院
議

員
と
ワ
グ
ナ
ー
と
の
間
で
議
論
さ
れ
た
。
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
一
九
三
四
年
六
月
の
労
働
争
議
法
案
に
関
す
る
上
院
で
の
討
論
に

お
い
て
、
労
働
組
合
が
嫌
が
る
従
業
員
に
無
理
や
り
組
合
に
加
入
さ
せ
よ
う
と
強
要
す
る
事
例
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
う
し
た
労
働
組
織
の
行
為
を
禁
止
し
な
い
現
法
案
の
規
定
の
下
で
は
、
多
く
の
労
働
者
に
対
す
る
労
働
組
合
か
ら
の
加
入
（
非
加

入
）
の
強
要
が
野
放
し
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
批
判

24
）

し
た
。
そ
こ
で
、
一
年
後
の
全
国
労
働
関
係
法
案
に
関
す
る
討
論
で
は
、
使
用
者

だ
け
で
な
く
被
用
者
も
含
め
て
す
べ
て
の
者
か
ら
の
強
要
・
脅
迫
を
禁
止
す
る
た
め
に
、
不
当
労
働
行
為
を
規
定
し
た
法
案
第
七
条

の
最
後
に
「
い
か
な
る
と
こ
ろ
か
ら
の
強
要
や
脅
迫
か
ら
自
由
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
を
挿
入
す
べ
き
と
す
る
修
正
案
を
提
出

25
）

し
た
。

タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
修
正
案
は
、彼
だ
け
の
要
求
で
は
な
く
、保
守
派
か
ら
ハ
リ
マ
ン
ま
で
多
く
の
者
の
批
判
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
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た
。ワ

グ
ナ
ー
は
、
不
当
労
働
行
為
規
定
の
適
用
対
象
を
使
用
者
に
限
定
す
る
理
由
を
、
労
働
者
が
行
い
う
る
圧
力
と
使
用
者
の
行
い

う
る
圧
力
と
が
質
的
に
異
な
る
点
に
求
め
た
。
一
九
三
五
年
三
月
の
全
国
労
働
関
係
法
案
に
関
す
る
公
聴
会
で
、
法
案
で
問
題
に
し

て
い
る
の
は
、
労
働
者
間
の
暴
力
や
脅
迫
よ
り
も
、
労
使
間
の
暴
力
や
脅
迫
に
よ
ら
な
い
「
よ
り
微
妙
な
経
済
的
圧
力
」
に
よ
る
「
強

要
」
で
あ
る
と
論
じ
た
。「
法
案
の
規
定
は
、
と
ら
え
に
く
い
経
済
的
圧
力
と
い
う
形
態
の
圧
力
に
対
処
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
こ
の

「
経
済
的
圧
力
」
は
労
働
者
同
士
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
使
用
者
だ
け
が
行
使
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
弊
害
は

「
新
た
な
公
的
救
済
手
段
が
必
要
な
程
度
に
ま
で
、
大
き
く
」
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
ワ
グ
ナ
ー
は
、
法
案
は
「
抽
象
的
で
形
ば
か
り
の
平
等
さ
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
実
の
観
点
か
ら
、
現
実
の
平
等
さ
を

生
み
だ
す
条
件
を
得
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
」
と
し
て
、
使
用
者
の
行
動
を
法
的
に
規
制
し
、
労
働
者
を
一
方
的
に
保
護
す
る
と
い

う
階
級
立
法
の
側
面
を
率
直
に
述
べ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
適
用
対
象
を
使
用
者
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
現
実
の
平
等
さ
を
作

り
出
す
た
め
の
決
定
的
に
重
要
な
条
件
で
あ
る
た
め
、
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
修
正
案
は
決
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

26
）

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
保
守
派
は
、
労
働
者
に
対
す
る
暴
力
的
干
渉
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
法
案
の
規
定
か
ら
労
働
者
組
織
を

自
由
に
す
る
こ
と
を
論
難

27
）

し
た
。保
守
派
の
批
判
的
姿
勢
と
同
様
な
立
場
を
と
っ
た
の
は
、実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
の
中
で
も
ワ
グ
ナ
ー

法
反
対
派
の
ハ
リ
マ
ン
だ
け
で
あ
り
、
支
持
派
は
異
論
を
唱
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
、「
労
働
組
織
の
一
部
や
他
の

関
係
者
か
ら
の
干
渉
、
不
当
な
制
限
、
強
要
か
ら
も
従
業
員
を
守
る
こ
と
が
同
じ
く
ら
い
重
要
で
あ
る
」と
主
張
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

全
国
労
働
関
係
法
案
は
、「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
強
要
（a

ll fo
rm
s o
f co

ercio
n

）
か
ら
従
業
員
が
守
ら
れ
る
と
い
う
内
容
に
な
る
よ

う
さ
ら
に
押
し
進
め
」
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
を
示

28
）

し
た
。

保
守
派
に
と
っ
て
こ
の
問
題
は
、ワ
グ
ナ
ー
法
の
評
価
に
つ
い
て
決
定
的
に
重
要
な
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
。彼
ら
が
ワ
グ
ナ
ー
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法
に
反
対
し
た
主
た
る
根
拠
は
、
同
法
の
規
定
が
一
方
的
に
労
働
者
の
権
利
、
特
に
労
働
者
組
織
の
権
利
を
保
護
し
、
拡
大
し
て
い

る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
の
顧
問
弁
護
士
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ａ
・
エ
メ
リ
ー
（Ja

m
es A

.
E
m
ery

）
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
法
が
労
使
関
係

を
規
制
す
る
こ
と
は
憲
法
が
保
障
し
た
法
の
正
当
な
手
続
き
に
違
反
し
て
い
る
と
論

29
）

じ
た
。
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
活
動
の
恣
意

的
な
手
続
き
や
法
的
権
限
の
逸
脱
を
問
題
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
不
当
労
働
行
為
規
定
に
関
し
て
も
、
使
用
者
側

の
権
利
を
一
方
的
に
規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
組
織
労
働
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
強
要
や
不
当
な
行
為
を
無
視
す
る
か
故
意
に
助
長

し
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
労
働
者
、
特
に
労
働
組
織
を
優
遇
し
た
性
格
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

実
業
界
保
守
派
の
Ｎ
Ａ
Ｍ
は
、
そ
も
そ
も
労
使
の
共
通
の
利
益
と
友
好
関
係
は
、
使
用
者
と
労
働
者
個
人
と
の
個
人
的
交
渉
や
労

使
の
団
体
間
で
の
集
団
的
交
渉
な
ど
、
自
然
で
多
様
な
形
態
で
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
政
府
の
強
制
に
よ
っ
て
は
達
成
不
可

能
な
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ

30
）

っ
た
。
ワ
グ
ナ
ー
法
の
一
方
的
な
性
格
の
背
後
に
は
、
労
使
の
利
害
が
本
質
的
に
は
対
立
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
和
解
・
妥
協
は
団
体
交
渉
に
よ
っ
て
の
み
で
可
能
と
い
う
考
え
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ワ
グ
ナ
ー
法
に
は
、

労
使
の
衝
突
・
敵
意
に
関
す
る
記
述
・
規
定
し
か
な
く
、
協
議
や
協
力
の
視
点
は
な
い
と
論
じ
て
い
た
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
の
立
場
と
ほ
ぼ
同
じ
見
解
を
、
ハ
リ
マ
ン
も
表
明
し
て
い
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
、
労
働
争
議
法
案
に
関
す
る
公
聴
会
で
、
Ｎ

Ｉ
Ｒ
Ａ
の
基
本
原
則
は
支
持
す
る
が
労
働
争
議
法
案
に
は
一
貫
し
て
反
対
す
る
と
の
態
度
表
明
を
し
た
後
、
法
案
の
基
本
的
性
格
を

偏
っ
た
も
の
と
批
判
す
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で
は
労
使
双
方
に
目
を
配
り
両
者
の
権
利
を
公
正
に
扱
っ
て
い
た
が
、
労
働
争
議
法
案
は
そ

う
し
た
公
正
な
労
使
の
扱
い
と
い
う
原
則
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
労
働
者
の
権
利
や
特
権
だ
け
を
保
護
し
、
彼
ら
の
力
を
増
長
さ
せ

る
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。

本
来
は
、「
使
用
者
と
労
働
総
同
盟
の
双
方
が
、
強
要
す
る
こ
と
な
し
に
従
業
員
に
影
響
力
を
与
え
る
た
め
の
平
等
な
権
利
を
持
つ
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こ
と
が
必
要
」
で
あ
り
、
使
用
者
側
の
「
合
理
的
な
議
論
に
よ
っ
て
他
の
集
団
に
適
当
な
影
響
を
与
え
る
権
利
と
義
務
を
」
一
方
的

に
禁
止
し
た
ワ
グ
ナ
ー
法
は
、
真
の
ア
メ
リ
カ
的
公
正
さ
を
欠
い
て
お
り
、
従
業
員
は
「
労
働
組
織
の
雇
わ
れ
代
表
の
深
い
慈
悲
」

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
評
価
か
ら
ハ
リ
マ
ン
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
は
全
く
不
必
要
で
あ
り
、
労
使
を
分
裂
さ
せ
る

傾
向
を
も
っ
て
い
る
と
証
言
し
た
の
で

31
）

あ
る
。

こ
う
し
た
保
守
派
や
ハ
リ
マ
ン
の
反
対
論
に
対
し
て
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
全
国
労
働
関
係
法
案
に
関
す
る
公
聴
会
で
、
ワ
グ
ナ
ー
の

立
場
を
支
持
す
る
。
彼
は
、
労
使
の
力
関
係
が
、
極
端
に
使
用
者
側
に
偏
っ
た
状
況
に
お
い
て
、
従
業
員
や
そ
の
代
表
者
に
対
す
る

干
渉
に
焦
点
を
絞
っ
た
形
で
規
制
を
か
け
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
労
使
の
真
に
友
好
的
な
協
調
関
係
を
得
る
た
め

に
は
、
両
者
が
対
等
な
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴

32
）

え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
使
用
者
の
経
済
的
圧
力
に
関
す
る
問
題
で
は
、
労
使
の
交
渉
力
を
対
等
な
状
態
に
す
る
た
め
に
は
、
生
産
点
に
お

け
る
使
用
者
の
圧
倒
的
な
影
響
力
を
踏
ま
え
、
立
法
で
も
っ
て
一
方
的
に
使
用
者
を
制
限
す
る
こ
と
で
初
め
て
現
実
的
な
平
等
性
を

実
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
か
否
か
の
対
抗
で
あ
っ
た
。

三
）

「
会
社
組
合
」
の
問
題

①
「
会
社
組
合
」
の
弊
害

不
当
労
働
行
為
規
定
の
内
容
に
か
か
わ
る
二
つ
目
の
論
点
と
し
て
、「
会
社
組
合
」
の
問
題
が
あ
げ
ら

33
）

れ
る
。

ワ
グ
ナ
ー
は
、「
会
社
組
合
」
が
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
制
定
後
に
急
増
し
て
き
た
が
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
組
織
の
結
成
・
活
動
へ
の
介
入

が
労
働
者
の
真
の
組
織
化
、
対
等
な
交
渉
力
の
獲
得
の
大
き
な
障
害
物
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
と
指
摘
す
る
。

ま
ず
ワ
グ
ナ
ー
が
強
調
す
る
の
は
、
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
「
会
社
組
合
」
が
、
単
に
同
じ
使
用
者
の
下
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働

119

アメリカ全国労働関係法とニューディール・リベラル派



者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
い
か
な
る
外
部
組
合
に
も
加
盟
し
て
い
な
い
組
合
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ワ

グ
ナ
ー
が
反
対
す
べ
き
と
し
て
い
る
問
題
は
、「
労
働
者
に
、
外
の
組
織
に
加
盟
す
る
こ
と
や
彼
ら
が
そ
れ
を
望
む
こ
と
す
ら
認
め
な

い
よ
う
な
使
用
者
に
よ
る
そ
う
し
た
組
合
へ
の
支
配
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ワ
グ
ナ
ー
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
使
用
者
が
、

労
働
者
が
外
部
組
合
な
ど
へ
の
加
盟
を
望
ん
で
も
認
め
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
労
働
者
組
織
と
し
て
の
組
合
の
あ
り
方
に
介
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
の
経
済
的
圧
力
に
左
右
さ
れ
ず
労
働
者
の
利
害
を
代
表
す
る
と
い
っ
た
本
来
の
組
合
の
あ
り
方
か
ら
離
れ

た
組
合
で
あ

34
）

っ
た
。「
会
社
組
合
」
で
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
結
成
時
か
ら
、
使
用
者
が
そ
の
構
成
や
規
約
の
作
成
に
参
加
し
て
お
り
、

結
成
以
降
も
組
合
の
内
部
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
統
治
し
て
い
る
使
用
者
に
よ
っ
て
会
社
の
外
の
労
働
者
と
の
団
結

を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
労
働
者
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
る
者
は
同
じ
会
社
で
働
く
者
に

限
定
さ
れ
る
。こ
の
制
限
は
規
約
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
目
に
見
え
な
い
経
済
的
圧
力
に
よ
っ

て
押
し
付
け
ら
れ
る
の
で

35
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
「
会
社
組
合
」
は
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
第
七
条
ａ
項
の
抜
け
道
と
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
以
前
に
は
団
体
交
渉
を
目

的
と
し
た
労
働
者
の
い
か
な
る
形
態
の
組
織
化
も
認
め
て
こ
な
か
っ
た
大
規
模
な
会
社
の
使
用
者
に
よ
っ
て
、組
織
化
さ
れ
て
き
た
。

ゆ
え
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
後
の
「
会
社
組
合
」
は
使
用
者
に
と
っ
て
の
抜
け
道
と
い
う
利
点
か
ら
激
増
し
た
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
「
会

社
組
合
」
の
六
九
％
以
上
が
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
成
立
以
降
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、「
会
社
組
合
」
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
労
働
者
の
数
は
、
一
九
三

二
年
の
四
三
万
二
〇
〇
〇
人
か
ら
三
三
年
に
は
一
一
六
万
四
〇
〇
〇
人
へ
と
一
六
九
％
も
増
大
し
て
い
る
と
指
摘

36
）

す
る
。

そ
し
て
ワ
グ
ナ
ー
は
、「
会
社
組
合
」が
激
増
し
た
こ
と
と
と
も
に
、
大
量
生
産
産
業
に
お
い
て
集
中
的
に
増
え
た
こ
と
に
注
意
を

向
け
る
。「
会
社
組
合
」
が
も
っ
と
も
普
及
し
て
い
る
巨
大
工
場
と
は
、
実
は
使
用
者
の
交
渉
力
が
最
も
強
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
労
使
間
の
力
関
係
の
中
で
も
っ
と
も
使
用
者
側
の
力
が
強
く
相
対
的
に
労
働
者
の
力
が
弱
い
地
点
で
、「
会
社
組
合
」が
集
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中
し
て
存
在
し
て
お
り
、
労
働
者
が
同
じ
産
業
の
外
部
の
労
働
者
と
共
同
し
て
自
ら
の
立
場
を
改
善
す
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
制

約
さ
れ
て
い
る
の
で

37
）

あ
る
。「
会
社
組
合
」は
労
使
の
力
関
係
で
、
労
働
者
が
圧
倒
的
に
不
利
な
地
点
に
お
い
て
は
び
こ
っ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
労
働
者
の
対
等
な
交
渉
力
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
使
用
者
の
労
働
者
の
組
織
化
へ
の
干
渉
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の

「
会
社
組
合
」
を
法
律
で
禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
。

で
は
、「
会
社
組
合
」
が
労
働
者
の
交
渉
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
ワ
グ
ナ
ー
は
、「
会
社
組
合
」

の
制
約
性
と
し
て
、
個
別
課
題
の
み
し
か
対
応
で
き
ず
、
産
業
・
州
・
全
国
レ
ベ
ル
の
課
題
や
政
治
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
や
、
労
働
者
自
身
の
秩
序
維
持
も
不
可
能
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ワ
グ
ナ
ー
は
、「
会
社
組
合
」が「
個
々
人
の
関
係
、

集
団
の
福
利
活
動
、
訓
練
、
地
域
的
基
盤
に
則
っ
て
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
他
の
諸
問
題
」
に
関
し
て
は
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

た
こ
と
を
ま
ず
認
め
る
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら
、
会
社
内
部
で
の
活
動
に
お
い
て
も
使
用
者
の
干
渉
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
た
め
に
、

「
会
社
組
合
」
は
労
働
市
場
や
経
営
状
況
全
般
に
関
す
る
知
識
を
持
て
ず
、
し
か
も
「
自
身
の
生
計
の
拠
り
所
を
支
配
し
て
い
る
人

た
ち
と
交
渉
す
る
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
使
用
者
の
利
害
に
反
し
て
ま
で
、
従
業
員
の
利
害
に
沿
っ
た
活
動
を
行
う
自
由
が
な

い
の
は
自
明
で
あ
っ
た
。

ワ
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
会
社
内
部
で
の
活
動
を
評
価
し
た
後
、「
会
社
組
合
」
の
決
定
的
な
限
界
を
「
賃
金
水
準
の
標
準
化
な

い
し
は
改
善
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
点
に
見
い
だ
す
。「
賃
金
問
題
は
、
産
業
全
体
、
州
全
体
、
国
家
全
体
に
わ
た
る
」
問

題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
に
は
使
用
者
の
賃
金
引
下
げ
競
争
の
圧
力
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
は
広
範
囲
に
わ
た
る
労
働
者
組
織
の
協
力
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
会
社
組
合
」は
賃
金
水
準
を
引
き
上

げ
る
と
い
う
産
業
・
州
レ
ベ
ル
、
ひ
い
て
は
全
国
レ
ベ
ル
の
問
題
に
対
し
て
は
無
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
労
働
組
合
が
広
く
組
織
さ

れ
な
け
れ
ば
、
失
業
手
当
や
老
齢
年
金
と
い
っ
た
政
治
課
題
に
対
し
て
、
労
働
者
の
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
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し
ま
う
と
も
指
摘
す
る
。
こ
の
点
は
、
ワ
グ
ナ
ー
の
国
家
構
想
全
体
に
お
け
る
組
織
労
働
者
の
位
置
づ
け
と
も
か
か
わ
っ
て
、
重
要

な
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
ワ
グ
ナ
ー
は
、
労
働
者
内
部
で
の
秩
序
維
持
の
問
題
も
取
り
上
げ
る
。
労
働
者
が
、
産
業
・
州
・
全
国
レ
ベ
ル
で
の
組
織

化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
自
身
で
、
内
部
の
秩
序
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
労
働
争
議
が
暴
力
的

な
形
で
噴
出
す
る
の
は
、
む
し
ろ
「
会
社
組
合
」
の
方
で
あ
る
。「
会
社
組
合
」
が
労
働
争
議
に
突
入
す
る
と
、「
会
社
組
合
」
の
メ

ン
バ
ー
自
身
に
は
、
責
任
感
の
な
い
従
業
員
の
行
動
を
制
止
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
「
会
社
組
合
」
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
、
両
極
端
な
悲
劇
的
結
末
に
し
か
な
ら
な
い
と
警
告
す
る
。
一
つ
は
、
使
用
者
の
強

制
に
よ
る
支
配
が
維
持
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
破
壊
さ
れ
、「
産
業
フ
ァ
シ
ズ
ム
」へ
と
至
る
道
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、
労
働
者
の
中
で
暴
力
が
蔓
延
し
、
労
働
者
が
反
乱
を
起
こ
し
、
予
測
の
つ
か
な
い
結
末
へ
と
つ
な
が
る
道
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ワ
グ
ナ
ー
は
「
会
社
組
合
」
を
、
労
働
者
の
権
利
の
十
全
な
保
障
の
障
害
物
で
あ
り
、
労
働
者
の
広
範
囲
な
団
結

を
阻
害
し
対
等
な
交
渉
力
育
成
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
、「
会
社
組
合
」の
問
題
を
、
全
国
的
課
題
や
政
治
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
な
い
点
と
、
労
働
者
の
秩
序
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
に
求
め
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
こ
の
ワ
グ
ナ
ー
の
「
会
社
組
合
」
に
対
す
る
批
判
は
実
は
、
使
用
者
が
組
織
・
運
営
に
干
渉
す
る
こ
と
だ
け
を
問
題

に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
一
の
会
社
を
単
位
と
す
る
会
社
組
合
そ
の
も
の
の
制
約
性
に
か
か
わ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
ワ
グ
ナ
ー
は
、「
会
社
組
合
」の
問
題
を
論
じ
な
が
ら
も
、
労
働
者
の
組
織
化
に
関
し
て
労
働
者
が
広
範
囲
に
団
結

で
き
な
け
れ
ば
資
本
家
側
の
攻
撃
に
も
抗
せ
な
い
し
、
労
働
者
自
身
の
側
の
安
売
り
競
争
の
制
限
も
出
来
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
全

国
的
規
模
、
産
別
規
模
で
の
組
織
化
の
重
要
性
を
も
論
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

②
単
一
の
労
使
関
係
モ
デ
ル
へ
の
収
斂
と
い
う
危
惧
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こ
う
し
た
ワ
グ
ナ
ー
の
主
張
に
対
し
、
保
守
派
は
、「
会
社
組
合
」の
非
合
法
化
を
多
様
な
労
使
関
係
の
モ
デ
ル
の
存
在
を
つ
ぶ
す

も
の
で
あ
り
、
労
使
双
方
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
し
て
強
く
批
判
す
る
。
Ｎ
Ａ
Ｍ
の
顧
問
弁
護
士
で
あ
る
エ
メ
リ
ー
は
、
労
働
争

議
法
案
の
公
聴
会
証
言
で
、「
会
社
組
合
」
を
禁
止
す
る
規
定
が
結
局
は
、
自
主
的
労
使
関
係
モ
デ
ル
、
労
働
者
協
議
会
（W

o
rk
s

 
C
o
u
n
cil

）
と
従
業
員
代
表
制
（em

p
lo
y
ees rep

resen
ta
tio
n

）
な
ど
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
既
存
の
多
様
な
労
使
関
係
モ
デ
ル
を

破
壊
し
、
労
働
組
合
（
特
に
外
部
組
合
）
へ
と
一
元
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張

38
）

し
た
。

た
だ
実
は
こ
の
批
判
は
、
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
派
の
議
論
に
だ
け
で
な
く
、
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
の
デ
ニ
ス

ン
ら
の
議
論
に
も
、
程
度
の
違
い
は
あ
れ
見
ら
れ
た
点
で
あ
っ
た
。
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
で
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
の
ハ
リ
マ
ン
は
、「
会

社
組
合
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
議
論
は
展
開
し
て
い
な
い
。
し
か
し
彼
は
、
労
働
争
議
法
案
へ
の
反
対
理
由
と
し
て
、
法
案
が
「
誠

実
に
組
織
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
労
働
グ
ル
ー
プ
」
を
締
め
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
同
法
案
の
不
当
労
働
行
為
を
規
定

し
た
第
五
条
を
保
守
派
と
同
じ
観
点
で
の
批
判
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
保
守
派
と
同
様
の
評
価
に
た
っ
て
い
る
と
思
わ

39
）

れ
る
。

ワ
グ
ナ
ー
法
の
評
価
に
関
し
て
ハ
リ
マ
ン
ら
と
は
正
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派

も
、
こ
の
「
会
社
組
合
」
に
関
す
る
規
定
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
デ
ニ
ス
ン
は
、
労
働
争
議
法
案
の
公
聴
会
証
言
で
、
同

法
案
の
不
当
労
働
行
為
を
規
定
し
た
中
で
「
会
社
組
合
」
に
触
れ
た
第
五
条
三
・
四
項
に
関
し
て
、
批
判
的
見
解
を
示

40
）

し
た
。
彼
は
、

法
案
の
第
五
条
第
三
・
四
項
に
反
対
す
る
に
し
て
も
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
な
ど
の
全
国
組
合
や
組
合
主
義
そ
の
も
の
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
を

捨
て
た
わ
け
で
は
な
く
、そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
確
信
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
強
調
す
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
全
国
組
合
や
労
働
組
合
主
義
へ
の
傾
倒
を
法
的
規
定
と
し
て
盛
り
込
む
こ
と
に
は
反
対
の
立
場
を
示
す
。
デ
ニ

ス
ン
は
、
そ
の
理
由
を
社
会
的
に
労
働
組
合
主
義
を
支
え
る
基
盤
が
成
熟
し
て
い
な
い
段
階
で
、
法
律
で
も
っ
て
急
激
に
全
国
組
合
、
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労
働
組
合
主
義
を
助
長
し
よ
う
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
挫
折
を
招
き
か
ね
な
い
た
め
と
説
明
す
る
。

同
時
に
、
労
使
関
係
に
お
い
て
労
働
組
合
と
い
う
一
つ
の
モ
デ
ル
が
支
配
的
に
な
る
事
態
に
対
し
て
も
危
惧
を
表
明
す
る
。
そ
の

理
由
の
第
一
は
、
現
代
の
産
業
文
明
自
体
が
非
常
に
複
雑
化
し
て
お
り
、
単
一
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
対
処
し
き
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
第
二
は
、
使
用
者
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
国
民
の
多
く
が
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
い
う
労
働
組
合
主
義
に
脅
威
を
抱
い
て
お
り
、
そ
う
し
た

状
況
の
下
で
は
労
働
組
合
主
義
を
唯
一
の
労
使
関
係
モ
デ
ル
と
し
て
促
進
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。

デ
ニ
ス
ン
自
身
は
、
労
働
争
議
の
原
因
の
多
く
が
使
用
者
側
の
行
動
・
態
度
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
ワ
グ
ナ
ー

の
「
労
働
委
員
会
に
お
け
る
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
尽
力
」
は
高
く
評
価
し
て
い
る
し
、
使
用
者
の
行
為
に
外
科
的
メ
ス
を
入
れ
よ

う
と
す
る
彼
の
要
望
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、「
経
営
に
お
け
る
共
同
参
加
・
相
互
参
加
と
い
う
健
全
な
シ
ス
テ
ム
」
を
こ
れ
ま
で

発
展
さ
せ
て
き
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
の
会
社
も
何
百
と
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で

は
、
労
働
委
員
会
に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
な
紛
争
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
、
と
続
け
る
。

さ
ら
に
従
業
員
代
表
制
に
つ
い
て
も
「
外
部
の
労
働
組
合
主
義
の
補
完
物
と
し
て
は
す
こ
ぶ
る
有
益
で
あ
る
」
と
評
価
す
る
。
と

い
う
の
も
、
従
業
員
代
表
制
は
「
外
部
の
労
働
組
合
主
義
」
の
完
全
な
独
立
と
は
全
く
異
な
る
「
最
大
限
の
相
互
交
渉
と
相
互
参
加
」

と
い
う
要
素
を
持
つ
も
の
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
両
者
を
逐
一
比
較
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
両
者
が
共
存
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
が
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、「
会
社
組
合
」を
め
ぐ
る
対
抗
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
、
そ

れ
も
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
の
中
で
も
も
っ
と
も
ワ
グ
ナ
ー
ら
に
近
い
立
場
の
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派
と
の
間
で
、
労
使
関
係
に
対
す
る

構
想
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ワ
グ
ナ
ー
は
、「
会
社
組
合
」の
問
題
を

単
に
労
働
者
の
権
利
の
十
全
な
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
明
確
に
労
働
者
の
組
織
化
を
全
国
的
・
産
業
別
の
水
準
に
ま
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で
引
き
上
げ
る
こ
と
と
関
わ
ら
せ
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
保
守
派
や
ハ
リ
マ
ン
ら
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ワ
グ
ナ
ー

法
を
全
体
と
し
て
支
持
し
て
い
る
デ
ニ
ス
ン
で
さ
え
、
ワ
グ
ナ
ー
の
こ
う
し
た
広
範
な
労
働
者
の
団
結
を
促
進
す
る
志
向
と
は
一
線

を
画
し
、
労
使
協
議
会
や
従
業
員
代
表
性
に
は
長
所
も
存
在
す
る
こ
と
を
あ
げ
、
多
様
な
労
使
関
係
の
維
持
を
主
張
し
た
の
で

41
）

あ
る
。

四

多
数
決
原
理
に
関
す
る
問
題

次
に
、
多
数
決
原
理
（m

a
jo
rity ru

le

）
に
関
す
る
論
点
を
ま
と
め
る
。

ワ
グ
ナ
ー
は
、
多
数
決
原
理
を
、
団
体
交
渉
で
労
働
条
件
に
か
か
わ
る
合
意
を
つ
く
る
際
に
、
労
働
者
の
多
数
派
が
す
べ
て
の
従

業
員
の
代
表
者
と
な
る
べ
き
人
物
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
、
こ
の
原
理
を
労
働
者
の
団
結
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
な

原
則
で
あ
る
と
訴

42
）

え
る
。

労
使
の
合
意
形
成
の
際
に
労
働
者
代
表
を
こ
の
よ
う
な
多
数
決
原
理
に
則
っ
て
決
定
す
る
よ
う
規
定
し
た
目
的
に
つ
い
て
、
ワ
グ

ナ
ー
は
、
労
働
者
の
団
結
を
守
り
、
団
体
交
渉
（
と
そ
の
合
意
）
を
効
果
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
論
ず
る
。
団
体
交
渉

の
本
来
の
目
的
は
、
労
使
間
で
雇
用
条
件
の
安
定
化
や
公
正
な
労
働
水
準
に
関
す
る
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

手
段
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
法
案
は
、
団
体
交
渉
に
よ
っ
て
到
達
し
た
合
意
は
、「
す
べ
て
の
従
業
員
に
え
こ
ひ
い
き
や
差
別
的
待
遇

な
し
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
」。
労
働
者
代
表
と
使
用
者
側
と
の
団
体
交
渉
で
の
合
意
が
、
全
従
業
員
に

適
用
さ
れ
る
と
な
る
と
、
団
体
交
渉
に
お
け
る
合
意
形
成
の
た
め
に
労
働
者
自
身
が
十
分
に
団
結
す
る
必
要
が
あ
る
。
民
主
的
な
手

続
き
で
あ
る
多
数
決
原
理
な
し
に
は
、「『
団
体
交
渉
』
と
い
う
句
も
意
味
を
欠
く
も
の
と
な
り
、
き
わ
め
て
少
数
の
ア
ン
フ
ェ
ア
な

使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
分
裂
工
作
が
助
長
さ
れ
て
し
ま
う
」
の
で

43
）

あ
る
。
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労
働
者
の
団
結
を
分
断
さ
せ
よ
う
と
い
う
使
用
者
側
の
策
動
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
に
、
多
数
決
原
理
を
導
入
す
る
と
す
る
ワ
グ

ナ
ー
の
主
張
に
対
し
て
、
多
く
の
批
判
者
が
少
数
派
の
交
渉
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
し
て
論
難
す
る
。

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
し
た
の
が
実
業
界
保
守
派
と
ハ
リ
マ
ン
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｍ
は
、
そ
の
『
綱
領
と
決
議
』
の
中

で
、
多
数
派
原
理
が
団
体
交
渉
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
近
年
の
裁
定
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で
示
さ
れ
た
原

則
を
逸
脱
し
た
も
の
と
非
難
す
る
。
つ
ま
り
多
数
派
原
理
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
の
労
使
は
い
か
な
る
強
制
も
な
し
に
自
主
的
な
（
集

団
的
・
個
人
的
）
交
渉
を
自
由
に
で
き
る
と
い
う
原
則
に
反
し
、
少
数
派
の
自
主
的
な
交
渉
の
権
利
が
多
数
派
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
原
則
に
反
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
多
数
派
原
理
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、
労
使
間

の
協
力
的
行
動
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
組
合
関
係
者
や
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
の
独
断
的
な
行
動
に
従
わ
さ
れ
、
従
業
員

個
々
人
の
自
由
が
破
壊
さ
れ
る
危
険
が
増
し
、
少
数
者
の
権
利
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
る
の
で

44
）

あ
る
。
本
来
、
団
結
権
に
は
「
他
者
と

団
結
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
」
権
利
も
含
ま
れ
て
お
り
、
も
し
他
者
と
の
共
同
が
「
自
分
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
な
ら
ば
、

協
同
し
な
い
こ
と
も
自
由
で
あ
る
」。
し
か
し
、
多
数
決
原
理
に
よ
っ
て
、
こ
の
自
由
も
剥
奪
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

45
）

あ
る
。

ハ
リ
マ
ン
は
全
国
労
働
関
係
法
案
の
公
聴
会
証
言
で
、
多
数
決
原
理
は
非
ア
メ
リ
カ
的
で
あ
り
、
非
道
徳
的
で
あ
る
と
論
難
す
る
。

人
間
に
は
個
人
的
に
も
集
団
的
に
交
渉
す
る
権
利
が
存
在
す
る
と
し
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
多
数
決
原
理
を
批
判
し
た
後
、
次
の
よ

う
に
語
る
。「
最
終
的
に
一
つ
の
協
定
が
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
私
も
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
締
結
に
至
る
過
程
に

お
い
て
は
、
従
業
員
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
各
代
表
者
が
、
自
身
の
代
表
す
る
程
度
に
応
じ
て
関
与
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
明
確
な
理

由
は
存
在
し
な
い
の
で
あ

46
）

る
。」
と
。
つ
ま
り
ハ
リ
マ
ン
は
こ
こ
で
、
多
数
決
原
理
で
は
な
く
比
例
代
表
原
理
に
基
づ
く
労
働
者
代
表

の
権
限
配
分
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
比
例
代
表
制
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
少
数
派
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
っ
た

く
す
べ
て
の
交
渉
権
を
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
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対
し
て
ワ
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
保
守
派
な
ど
か
ら
の
批
判
は
誤
解
で
あ
っ
て
、
少
数
派
の
権
利
は
保
護
さ
れ
る
と
説
明
す
る
。

ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
協
定
は
例
外
だ
が
、
法
案
は
組
合
へ
の
加
盟
・
非
加
盟
を
理
由
と
し
た
差
別
的
待
遇
を
禁
止
し
て
い
る
た

め
、
少
数
派
を
不
利
に
す
る
よ
う
な
協
定
を
多
数
派
が
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
数
派
や
個
人
に
も
、
労
働
者
の
選
出
し
た
代
表

者
を
通
じ
て
使
用
者
に
不
満
を
表
明
す
る
権
利
を
保
護
し
て
い
る
。
使
用
者
が
従
業
員
の
少
数
派
を
、
な
い
し
は
従
業
員
個
々
人
を

事
務
所
に
呼
び
、
労
働
条
件
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
自
体
も
禁
止
は
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
多
数
決
原
理
に
反
対
し
て
い
る
者

は
、
結
果
的
に
団
体
協
約
が
不
可
能
と
な
る
よ
う
な
条
件
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
使
用
者
が
労
働
者
と
集
団
的
に
交
渉
す
る
責
務
を

放
棄
さ
せ
る
状
況
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
批
判

47
）

し
た
。

全
国
労
働
関
係
法
案
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
公
聴
会
証
言
に
引
用
さ
れ
た
二
〇
世
紀
基
金
の
「
政
府
と
労
働
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

結
論
と
勧
告
」は
ワ
グ
ナ
ー
と
同
様
に
、
多
数
決
原
理
支
持
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。「
我
々
は
、
い
か
な
る
交
渉
単
位
に
お
い
て

も
従
業
員
の
多
数
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
代
表
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
や
他
の
基
礎
的
な
労
働
条
件
に
関
す
る
団
体
交
渉
を
行
う
」
際

に
、
他
労
働
者
全
員
に
対
し
て
排
他
的
代
表
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
少
数
派
の
権
利
に
関
し
て
も
、
ワ
グ
ナ
ー
と
同
様
、
少

数
派
や
個
々
人
が
団
体
協
約
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
賃
金
や
労
働
時
間
、
他
の
労
働
条
件
に
影
響
し
な
い
範
囲
で
、
使
用
者
に
苦
情

を
申
し
立
て
る
権
利
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
反
論

48
）

す
る
。

労
働
者
代
表
の
団
体
交
渉
に
お
け
る
役
割
を
決
め
る
際
に
、
多
数
決
原
理
に
基
づ
く
か
、
比
例
代
表
原
理
に
基
づ
く
か
と
い
う
点

を
め
ぐ
っ
て
は
、
労
働
者
の
団
結
を
追
求
す
る
立
場
か
ら
の
ワ
グ
ナ
ー
や
二
〇
世
紀
基
金
の
議
論
と
、
労
働
者
個
々
人
や
少
数
派
の

独
自
の
権
利
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
数
決
原
理
を
否
定
す
る
勢
力
と
で
対
立
し
て
い
た
。
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五

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
拡
大

最
後
に
、
ワ
グ
ナ
ー
法
が
規
制
す
る
・
介
入
す
る
分
野
が
私
的
な
分
野
で
あ
り
、
法
的
手
続
き
と
い
う
点
で
憲
法
に
抵
触
す
る
と

い
う
保
守
派
や
ハ
リ
マ
ン
か
ら
の
批
判
を
取
り
上
げ
た
い
。

こ
れ
は
、
労
使
紛
争
の
調
停
機
関
と
し
て
の
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
拡
大
に
か
か
わ
っ
て
議
論
さ
れ
た
。

一
九
三
四
年
六
月
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
の
下
で
の
調
停
機
関
で
あ
る
Ｎ
Ｌ
Ｂ
の
改
組
を
求
め
る
議
会
決
議
が
連
邦
上
下
両
院
議
会

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
（P

u
b
lic R

eso
lu
tio
n N

o
. 44

、
公
共
決
議
第
四
四
号
）。
こ
の
決
議
と
そ
の
後
の
行
政
命
令
（
行
政
命
令

六
七
六
三
号
）
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｌ
Ｂ
の
後
継
機
関
と
し
て
、
全
国
労
働
関
係
委
員
会
（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
、
一
九
三
五
年
ワ
グ
ナ
ー
法
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
る
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と
区
別
す
る
た
め
に
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と
す
る
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
を
発
展
改
組
さ
せ
、
よ

り
強
制
力
を
持
っ
た
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と
な
る
よ
う
な
規
定
が
ワ
グ
ナ
ー
法
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

一
）

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
拡
大

ワ
グ
ナ
ー
は
、
既
存
の
Ｎ
Ｌ
Ｂ
や
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
が
非
常
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
の
権
利
の
十
全
な
保
障
や

労
働
者
の
賃
金
水
準
全
体
の
向
上
と
い
っ
た
課
題
に
は
役
立
た
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｂ
や
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
、
各
産
業

で
規
約
が
成
文
化
さ
れ
な
け
れ
ば
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
第
七
条
ａ
項
を
適
用
で
き
ず
、
各
産
業
委
員
会
の
裁
定
や
法
解
釈
に
対
す
る
管
轄
権

も
有
し
て
い
な
い
。
こ
の
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
体
制
下
の
産
業
委
員
会
に
よ
る
調
停
で
は
、
労
使
の
力
関
係
で
弱
い
立
場
に
あ
る
労
働
者
の
権

利
を
保
障
し
、
賃
金
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
方
向
で
の
調
停
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
ゆ
え
、
ワ
グ
ナ
ー
法
に
お
い
て
、
権
限
が
拡
大
さ
れ
、
政
・
労
・
使
の
三
者
で
構
成
さ
れ
「
連
邦
上
院
議
会
の
助
言
と
同
意

に
基
づ
い
て
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
」
さ
れ
る
常
設
の
独
立
委
員
会
と
し
て
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
を
設
立
す
る
と
い
う
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
拡
大
さ
れ
た
権
限
に
は
、
不
当
労
働
行
為
に
関
す
る
調
査
・
証
言
者
の
召
喚
・
業
務
停
止
命
令
の
骨
組
み
作
成
な

ど
の
不
当
労
働
行
為
を
防
ぐ
た
め
の
排
他
的
な
管
轄
権
や
、
労
働
者
代
表
を
決
め
る
選
挙
を
実
施
す
る
権
限
、
連
邦
裁
判
所
に
よ
る

裁
定
の
履
行
を
求
め
る
強
制
力
が
含
ま
れ
る
。

第
一
の
権
限
は
、
不
当
労
働
行
為
防
止
の
た
め
の
調
査
・
事
実
認
定
等
の
権
限
で
あ
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
、
労
働
者
組
織
か
ら
の
不

当
労
働
行
為
の
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
審
問
・
召
喚
・
証
言
・
記
録
を
行
い
、
不
当
労
働
行
為
と
し
て
法
の
侵
害
が
認
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
執
行
可
能
な
差
止
命
令
を
発
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
調
査
と
裁
定
を
行
う
た
め
の

地
域
諸
機
関
を
設
立
し
た
り
、
現
存
す
る
産
業
委
員
会
を
当
該
機
関
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
ワ
グ
ナ
ー

法
以
前
の
体
制
と
は
異
な
り
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
不
当
労
働
行
為
防
止
の
た
め
の
権
限
を
排
他
的
に
保
有
し
て
お
り
、
法
解
釈
や
裁
定
執

行
に
関
す
る
最
終
的
判
断
を
下
す
権
限
を
持
つ
。
つ
ま
り
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
「
一
本
化
さ
れ
一
元
化
さ
れ
た
単
一
の
行
政
機
関
」
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で

49
）

あ
る
。

第
二
の
権
限
は
、
労
働
者
代
表
選
挙
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
労
働
者
代
表
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
労
使
の
団
体

交
渉
の
交
渉
単
位
を
決
定
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
工
場
単
位
、
職
種
単
位
な
ど
交
渉
単
位
が
異
な
れ
ば
、
当
然
、
労
働
者
代
表
を
選

出
す
る
際
の
有
権
者
の
範
囲
も
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
労
働
者
代
表
選
挙
を
行
う
際
に
、
ど
の
く
ら
い
の
範
囲
が
交
渉
単
位

と
な
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
労
使
が
対
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
労
使
の
調
停
が
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
持
ち
込
ま
れ
る
。

旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
労
働
者
代
表
選
挙
に
関
す
る
規
定
は
、
使
用
者
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
に
よ
っ
て
選
挙
実
施
が
事
実
上
妨
害
さ
れ

る
と
い
う
致
命
的
な
制
約
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
、
Ｎ
Ｌ
Ｂ
か
ら
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
へ
の
改
組
を
求
め
た
公
共
決
議
四
四
号
で
は
、
団
体
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交
渉
の
た
め
の
労
働
者
代
表
選
挙
の
執
行
権
限
を
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
付
与
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。し
か
し
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
規
定
で
は
、

使
用
者
が
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
命
令
を
拒
否
し
た
場
合
は
、
選
挙
は
裁
判
所
の
再
審
理
後
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判

所
で
の
再
審
理
中
は
、
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
事
実
上
、
労
働
者
代
表
の
選
挙
は
、
使
用
者
が
同
意
し
た

場
合
に
の
み
実
施
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ワ
グ
ナ
ー
法
で
は
、「
従
業
員
代
表
の
決
定
が
紛
糾
し
て
い
る
場
合
」、
不
当
労
働
行
為

の
調
査
・
裁
定
を
行
い
、
労
働
者
の
団
体
交
渉
で
の
代
表
者
を
決
め
る
選
挙
を
実
施
す
る
権
限
を
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
付
与
す
る
こ
と
を
規

定
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
使
用
者
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
に
関
す
る
裁
判
所
で
の
検
討
は
、
こ
の
選
挙
実
施
後
と
さ

50
）

れ
た
。

ワ
グ
ナ
ー
は
労
働
者
代
表
選
出
の
た
め
の
選
挙
実
施
や
調
停
に
関
し
て
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
適
切
な
権
限
を
与
え
、
公
平
な
決
定
を
実

効
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
、「
団
体
交
渉
の
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
盤
」
を
確
立
す
る
た
め
に
「
最
初
に
必
要
な
こ
と
」
で

あ
る
と
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
権
限
拡
大
の
意
義
を
訴
え
た
。

二
）

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
活
動
の
合
憲
性
の
問
題

そ
れ
に
対
し
て
、
実
業
界
保
守
派
は
、
全
国
労
働
関
係
法
案
で
拡
大
さ
れ
た
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
規
定
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
を
逸
脱
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
エ
メ
リ
ー
は
、
全
国
労
働
関
係
法
案
の
公
聴
会
で
、
行
政
機
関
に
権

限
を
付
与
す
る
際
の
法
的
手
続
き
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
批
判
す
る
。

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
調
査
・
裁
定
に
か
か
わ
る
手
続
き
で
は
、
被
告
へ
の
通
告
な
し
に
申
し
立
て
が
修
正
さ
れ
た
り
、
強
制
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
正
当
な
法
的
手
続
き
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
確
立
さ
れ
た
法
的
ル
ー
ル
を
考
慮
し
な
い
で
証
人
調
べ

を
し
、
再
審
裁
判
所
が
収
集
し
た
疑
わ
し
い
証
拠
に
基
づ
い
て
事
実
認
定
を
行
う
、
と
い
っ
た
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は

訴
追
者
（a

ccu
ser

）
と
裁
判
官
（ju

d
g
e

）
の
両
者
の
役
割
を
一
手
に
引
き
受
け
、
事
実
認
定
・
裁
定
を
下
す
と
い
う
本
来
あ
り
え
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な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
批
判

51
）

す
る
。

エ
メ
リ
ー
が
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
に
つ
い
て
違
憲
と
で
あ
る
と
批
判
し
た
も
う
一
つ
の
点
は
、
行
政
機
関
が
労
使
間
の
権
利
侵
害

と
い
う
「
私
的
」
な
も
の
に
介
入
し
、
一
方
に
不
利
と
な
る
よ
う
な
措
置
を
強
制
的
に
施
行
す
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
全
国
労
働

関
係
法
案
は
労
使
紛
争
の
調
停
に
際
し
て
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
、
単
に
業
務
停
止
命
令
を
強
制
す
る
権
限
だ
け
で
な
く
、
そ
の
自
由
裁
量

で
復
職
な
ど
の
原
状
回
復
を
含
む
積
極
的
優
先
処
遇
（a

ffirm
a
tiv
e a
ctio

n

）
を
提
供
す
る
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。
本
来
、
行
政

機
関
に
与
え
ら
れ
た
司
法
的
活
動
の
権
限
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
（th

e F
ed
era

l T
ra
d
e C

o
m
m
issio

n

）
や
州
際
通
商
委
員
会

（th
e In

tersta
te C

o
m
m
erce C

o
m
m
issio

n

）
の
よ
う
に
不
公
正
な
競
争
手
段
の
禁
止
と
い
っ
た
「
公
的
な
権
利
侵
害
」
の
事

後
的
な
調
査
・
訴
追
に
限
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
労
使
の
私
的
な
当
事
者
の
告
訴
状
に
基
づ
く
「
私
的
な

権
利
侵
害
」
の
調
査
・
判
断
の
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
救
済
命
令
や
予
防
的
活
動
の
権
限
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
当

然
、
違
憲
で
あ
る
。
こ
れ
が
エ
メ
リ
ー
の
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
規
定
に
関
す
る
反
対
意
見
で
あ
っ
た
。

実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
で
ワ
グ
ナ
ー
法
に
反
対
し
て
い
る
ハ
リ
マ
ン
も
、
エ
メ
リ
ー
同
様
、
新
規
の
独
立
機
関
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
設
立

に
は
反
対
し
て
い
た
。
た
だ
彼
の
最
大
の
反
対
の
根
拠
は
、
新
規
政
府
機
関
が
調
査
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
、
判
決
を
下
す
機
関
で

も
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
告
訴
状
を
待
た
ず
に
調
査
を
行
い
、
事
実
認
定
・
裁
決
も
行
う
こ
と
の
で
き
る
非
常
に

広
範
な
権
限
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
通
常
、
裁
判
所
は
告
訴
状
が
届
い
て
か
ら
、
そ
れ
に
関
す
る
審
問
や
関
連
証
言
の
審
問
を

行
う
こ
と
で
公
平
な
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
調
査
機
関
自
身
が
、
公
平
で
偏
り
の
な
い
判
決
を
下
す
の
は
事
実
上

不
可
能
で
あ
る
。
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
両
者
を
分
離
さ
せ
て
、
全
国
労
働
関
係
裁
判
所
（a N

a
tio
n
a
l L
a
b
o
r R

ela
tio
n
s

 
C
o
u
rt

）を
立
法
化
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
機
能
と
し
て
は
、
紛
争
関
係
者
へ
の
審
問
を
行
う
こ
と
に
限
定
さ

52
）

れ
る
。
ハ
リ
マ
ン
は
ま

た
、
現
行
の
各
産
業
委
員
会
自
体
が
十
分
機
能
し
て
き
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
現
行
の
産
業
委
員
会
の
権
限
を
す
べ
て
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
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に
置
き
換
え
る
必
要
は
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ハ
リ
マ
ン
は
、
私
的
権
利
侵
害
に
行
政
機
関
が
介
入
す
る
こ
と
そ
の
も
の
へ
の
批
判
は
そ
れ
ほ
ど
展
開
せ
ず
、
む
し

ろ
調
査
権
限
と
裁
判
権
の
両
者
を
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
が
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
へ
の
疑
義
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
た
。

三
）

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
役
割

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
権
限
拡
大
に
反
対
す
る
エ
メ
リ
ー
や
ハ
リ
マ
ン
と
は
異
な
り
、
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派
の
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と
い
う
労
働
争
議
の
調
停
機
関
の
権
限
拡
大
に
関
し
て
、
基
本
的
に
賛
成
の
立
場
を
表
し
て
い
た
。
彼
は
、

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
拡
大
に
賛
成
の
立
場
か
ら
、
調
停
者
と
し
て
の
役
割
を
担
う
機
関
と
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
機
関
と
を
完
全
に
分

離
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

Ｎ
Ｌ
Ｂ
や
旧
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と
い
っ
た
過
去
の
労
使
紛
争
調
停
機
関
が
直
面
し
た
困
難
と
は
、
調
停
者
と
し
て
の
役
割
（m

ed
ia
tio
n

 
fu
n
ctio

n

）
と
、
法
務
官
（la

w
 
o
fficer

）・
判
事
の
両
方
の
役
割
を
兼
ね
よ
う
と
し
た
点
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
役
割

を
完
全
に
分
離
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
る
。

そ
し
て
、
法
務
官
と
し
て
の
準
司
法
連
邦
機
関
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
か
ら
、
連
邦
労
働
委
員
会（th

e F
ed
era

l L
a
b
o
r C
o
m
m
is-

sio
n

）へ
の
名
称
を
変
更
し
、
法
的
に
政
府
か
ら
独
立
し
た
機
関
と
す
る
よ
う
勧
告
す
る
。
連
邦
労
働
委
員
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
ワ
グ
ナ
ー

法
違
反
に
対
す
る
管
轄
権
と
、
労
使
間
で
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
紛
争
に
対
す
る
管
轄
権
の
両
方
を
有
す
る
と
提
案
さ

53
）

れ
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ

を
上
記
の
管
轄
権
を
持
つ
連
邦
労
働
委
員
会
に
変
更
す
べ
き
と
い
う
要
求
は
、
単
な
る
名
称
の
変
更
で
は
な
く
、
連
邦
労
働
委
員
会

の
権
限
を
裁
判
権
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
機
能
を
よ
り
集
中
さ
せ
る
と
同
時
に
調
停
機
関
と
の
明
確
な
分
離
を
明
示
す
る
よ
う
求
め

る
も
の
で
あ
っ
た
。
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調
停
機
関
に
関
し
て
は
、
全
国
労
働
関
係
法
案
で
法
の
執
行
機
関
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
で
は
な
く
、
労
働
省
内

の
調
停
部
門
に
属
す
る
よ
う
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
た
。
つ
ま
り
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
法
の
執
行
機
関
と
調

停
機
関
の
両
方
の
機
能
を
混
在
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
前
者
の
法
の
執
行
機
関
と
し
て
の
機
能
を
連
邦
労
働
委
員
会
へ
、
後
者
の
調

停
機
関
と
し
て
の
役
割
を
労
働
省
内
の
調
停
部
門
へ
と
完
全
に
分
割
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
二
重
の
権
限
を
分
離
さ
せ
る
と
い
う
際
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
と
エ
メ
リ
ー
、

ハ
リ
マ
ン
と
で
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
議
論
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
調
停
機
関
と
裁
判
官
と
い
う

二
つ
の
権
限
を
、
前
者
を
労
働
省
内
調
停
部
門
へ
、
後
者
を
連
邦
労
働
委
員
会
へ
と
い
う
形
で
分
離
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

保
守
派
や
ハ
リ
マ
ン
か
ら
批
判
の
あ
っ
た
調
査
機
関
・
訴
追
者
と
し
て
の
役
割
と
裁
判
官
と
し
て
の
役
割
の
両
立
と
い
う
問
題
と
比

べ
る
と
、
そ
こ
に
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
は
と
も
に
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
が
二
重
の
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
て

い
る
が
、
前
者
で
は
「
調
停
機
関
と
法
務
官
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
の
「
調
査
機
関
・
訴
追
者
と
裁
判
所
」
と
は
少
し
次
元
が
異

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
実
は
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
、
エ
メ
リ
ー
や
ハ
リ
マ
ン
の
よ
う
に
、
調
査
・
訴
追
権
限
と
裁
判
権
限
の
両
方
の
役
割
を
Ｎ
Ｌ
Ｒ

Ｂ
が
持
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
に
代

わ
る
連
邦
機
関
と
し
て
提
案
し
た
連
邦
労
働
委
員
会
に
も
、
調
査
権
限
は
残
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ワ

グ
ナ
ー
が
、
連
邦
労
働
委
員
会
の
創
設
に
よ
っ
て
、
連
邦
機
関
の
権
限
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
と
、「
い
く
つ
か
の
地
域
で
は
、
証
言

や
調
査
を
行
う
た
め
に
人
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」と
い
う
危
惧
を
述
べ
た
際
に
、
連
邦
労
働
委
員
会
に「
絶

対
的
か
つ
完
全
な
」
管
轄
権
を
与
え
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
調
査
権
限
は
十
分
に
行
使
可
能
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ワ
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
論
点
に
か
か
わ
っ
て
は
、
あ
ま
り
明
確
な
議
論
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
が
持
つ
べ
き
権
限
は
、
調
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停
者
（m

ed
ia
to
r

）、
仲
裁
人
（a

rb
itra

to
r

）
と
し
て
行
動
す
る
権
限
で
あ
り
、
警
察
官
や
裁
判
官
と
し
て
の
機
能
で
は
な
い
こ
と

を
強
調
す
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
主
要
機
能
は
、
労
働
争
議
を
調
整
し
和
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、「
双
方
の
当
事
者
が
望
む
た
び
に
調
停

者
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
述

54
）

べ
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
を
違
憲
と
す
る
保
守
派
に
対

す
る
反
論
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
強
制
的
な
仲
裁
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
強
調
す
る
文
脈
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ワ
グ
ナ
ー
が
、

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
最
も
重
要
な
機
能
と
し
て
論
じ
た
の
は
、「
労
働
争
議
の
平
和
的
か
つ
自
発
的
な
調
停
」で
あ
っ
た
。
調
停
機
関
と
し
て

の
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
活
動
は
、
強
制
的
仲
裁
で
は
な
く
、「
利
害
関
係
者
の
好
意
、
常
識
、
そ
し
て
公
共
心
に
依
拠
し
て
」お
り
、
こ
れ
こ

そ
が
、
多
く
の
点
で
争
わ
れ
て
い
る
問
題
の
最
良
の
解
決
策
で
あ
る
と
訴
え
た
。

つ
ま
り
ワ
グ
ナ
ー
は
、
労
使
間
と
い
う
「
私
的
な
」
場
面
に
お
い
て
、
労
働
者
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
使
用
者
の
経
済
的
圧
力
に

よ
る
権
利
侵
害
は
、
行
政
機
関
が
介
入
可
能
な
「
公
的
」
な
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
「
私
的
権
利
侵
害
」
と
く
く
っ
て
、
介
入
を
避

け
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
連
邦
取
引
委
員
会
の
公
的
権
利
侵
害
へ
の
介
入
権
限

と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、「
不
当
行
為
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
も
の
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
（th

e F
ed
era

l T
ra
d
e C

o
m
m
issio

n
 

A
ct

）
よ
り
詳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
労
使
関
係
へ
の
介
入
が
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
「
私
的
な
」
権
利
侵
害
へ
の
関
与
で
あ
る
こ
と
は
意
識
的
に
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
か

55
）

っ
た
。

六

ワ
グ
ナ
ー
法
を
め
ぐ
る
リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
対
抗
関
係

一
）

ワ
グ
ナ
ー
法
の
条
項
を
め
ぐ
る
対
抗
軸

前
節
ま
で
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
具
体
的
条
項
に
関
す
る
主
要
論
点
を
五
つ
取
り
上
げ
、
対
抗
関
係
と
そ
の
意
味
合
い
を
考
察
し
て
き
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た
。
こ
こ
で
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
条
項
に
つ
い
て
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
対
抗
の
構
図
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

不
当
労
働
行
為
規
定
に
関
連
し
た
論
点
に
お
い
て
は
、
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
、
実
業
界
保
守
派
、
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
ワ
グ
ナ
ー

法
支
持
・
反
対
の
両
派
の
対
抗
関
係
は
二
様
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
の
十
全
な
保
障
の
た
め
に

不
当
労
働
行
為
事
項
を
明
確
化
し
、
そ
の
規
定
適
用
対
象
を
使
用
者
（
と
使
用
者
の
み
が
行
使
可
能
な
「
経
済
的
圧
力
」）
に
限
定
す

る
と
い
う
論
点
に
お
け
る
対
抗
図
式
は
、

労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
＋
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派

対

保
守
派
＋
実
業

界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
派

と
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
労
働
者
の
権
利
の
完
全
な
実
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
労
使
関
係
モ
デ
ル
の
あ
り
方
、
労
働
組
織
の
あ
り
よ
う
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
「
会
社
組
合
」
の
違
法
化
に
関
す
る
論
点
で
は
、
そ
の
対
抗
図
式
は
、

労
働
リ
ベ
ラ
ル
派

対

保
守
派
＋
実
業
界

リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
派
＋
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派

と
な
っ
て
い
る
。
前
者
と
比
べ
て
実
業
界
リ
ベ

ラ
ル
派
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
論
点
は
、
ワ
グ
ナ
ー
が
労
働
者
組
織
の
全
国
的
問
題
や
政
治

課
題
へ
の
影
響
力
の
強
化
ま
で
展
望
し
、
広
範
囲
な
労
働
者
の
組
織
化
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
一
方
で
、
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派

ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派
は
そ
う
し
た
全
国
組
合
な
い
し
は
産
別
で
の
組
織
化
と
い
っ
た
明
瞭
な
方
向
性
を
も
っ
た
構
想
を
支
持
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

団
体
交
渉
の
た
め
の
労
働
者
代
表
選
出
に
お
け
る
多
数
決
原
理
の
採
用
に
関
す
る
論
争
で
は
、
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
や
実
業
界
リ
ベ

ラ
ル
派
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派
が
、
団
体
交
渉
の
効
力
を
発
揮
さ
せ
る
前
提
と
し
て
の
労
働
者
の
団
結
を
重
視
し
、
多
数
決
原
理
を
主

張
す
る
一
方
で
、
実
業
界
保
守
派
な
ど
は
労
働
者
個
人
や
少
数
派
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
し
て
反
対
し
た
。
多
数
決
原
理
に
基
づ

い
て
労
働
者
代
表
に
排
他
的
権
限
を
認
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
論
点
で
は
、
労
働
者
の
団
結
を
追
求
す
る
立
場
か
ら
の
ワ
グ
ナ
ー
や

二
〇
世
紀
基
金
の
議
論
と
、
労
働
者
個
々
人
や
少
数
派
の
独
自
の
交
渉
権
等
の
権
利
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
数
決
原
理
を
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否
定
し
よ
う
と
す
る
議
論
と
で
対
立
し
て
い
た
。

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
拡
大
に
関
し
て
は
、
実
業
界
保
守
派
や
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
派
は
、
労
使
関
係
と
い
う
「
私

的
」
な
領
域
に
行
政
機
関
が
裁
判
権
を
有
す
る
形
で
介
入
す
る
こ
と
と
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
が
調
査
機
関
と
裁
判
所
の
二
重
の
役
割
を
果
た

そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
批
判
し
て
い
た
。そ
れ
に
対
し
て
、労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
ワ
グ
ナ
ー

法
支
持
派
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
権
限
拡
大
は
一
致
し
て
容
認
し
て
い
た
。
た
だ
、
両
者
の
間
で
は
、
調
停
機
関
と
法
執
行
機
関
と
の
分
離

を
め
ぐ
っ
て
は
見
解
の
相
違
が
存
在
し
た
。

再
度
対
立
軸
を
明
確
に
す
れ
ば
、
労
働
者
の
十
全
な
権
利
保
障
（
不
当
労
働
行
為
規
定
の
使
用
者
の
み
へ
の
適
用
、
私
的
領
域
へ

の
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
介
入
権
限
の
拡
大
、
労
働
者
側
の
団
結
の
促
進＝

多
数
派
原
理
）に
お
け
る
対
抗
図
式
に
お
い
て
は
、

労
働
リ
ベ
ラ

ル
派
＋
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持
派

対

保
守
派
＋
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
派

と
な
り
、
労

使
関
係
の
モ
デ
ル
、
労
働
組
織
の
あ
り
方
（
全
国
・
州
・
産
業
レ
ベ
ル
で
の
組
織
化
の
促
進
、「
会
社
組
合
」
の
違
法
化
）
に
関
す
る

論
点
で
は
、

労
働
リ
ベ
ラ
ル
派

対

保
守
派
＋
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
派
＋
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
ワ
グ
ナ
ー
法

支
持
派

と
い
う
対
抗
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

二
）

政
策
構
想
の
対
立

本
論
文
の
最
後
に
、
ワ
グ
ナ
ー
法
立
法
過
程
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
派
内
の
対
抗
関
係
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
労
使
関
係
や
政

府
の
労
働
政
策
に
対
す
る
構
想
の
全
体
像
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
・
政
府
の
労

働
政
策
の
評
価
と
、
あ
る
べ
き
労
使
関
係
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
に
分
け
て
ま
と
め
る
。

ま
ず
ワ
グ
ナ
ー
法
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
論
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
の
論
点
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
法
的
規
定
、
特
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に
不
当
労
働
行
為
規
定
の
適
用
対
象
を
使
用
者
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
現
実
的
な
労
使
の
交
渉
力
の
対
等
性
を
作
り
出
す
と
い
う
い

わ
ゆ
る
階
級
立
法
を
認
め
る
か
否
か
に
関
わ
る
議
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ａ
Ｍ
、
ハ
リ
マ
ン
ら
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。

使
用
者
の
普
通
の
行
動
が
違
法
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
使
用
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
労
働
者
や
組
織
労
働
の
強
要
を
野

放
し
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
強
制
か
ら
自
由
に
組
合
加
入
等
の
行
動
を
決
定
で
き
る
労
働
者
自
身
の
権
利
も
侵
害
さ
れ

る
と
批
判
す
る
。
一
方
、
ワ
グ
ナ
ー
や
デ
ニ
ス
ン
ら
は
、
現
実
的
に
労
使
の
力
関
係
が
不
均
衡
で
、
使
用
者
が
極
端
に
優
位
な
状
況

で
は
、
使
用
者
に
一
方
的
に
立
法
に
よ
っ
て
規
制
を
か
け
、
労
働
者
組
織
の
承
認
、
交
渉
拒
否
や
労
働
者
組
織
へ
の
介
入
の
禁
止
と

い
っ
た
形
で
労
働
者
側
へ
の
妥
協
を
強
制
し
な
け
れ
ば
、
労
働
者
（
組
織
）
が
真
に
対
等
な
交
渉
力
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
支

持
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー
法
が
規
制
の
対
象
と
す
る
強
要
も
使
用
者
の
み
が
行
使
で
き
る
「
経
済
的
圧
力
」
で
あ
る
た
め
、

使
用
者
の
み
の
適
用
で
問
題
は
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
論
点
は
、
法
律
に
お
い
て
、
労
働
者
と
い
う
特
定
の
階
級
の
存
在
を
認
め
、

国
民
の
中
の
特
定
の
層
の
権
利
・
権
限
を
保
障
す
る
こ
と
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
。

第
二
の
論
点
は
、
労
使
関
係
（
に
お
け
る
権
利
侵
害
）
を
行
政
機
関
が
介
入
で
き
な
い
「
私
的
な
」
領
域
と
し
て
捉
え
る
の
か
、

そ
れ
と
も
行
政
機
関
が
介
入
可
能
な
「
公
的
」
な
も
の
と
捉
え
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と
い
う
行
政
機
関
に
調
停
や
停
止
命
令
発
動
の
権
限
を

持
た
せ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
や
ハ
リ
マ
ン
は
、
労
使
間
の
権
利
侵
害
は
私
的
な
権
利

侵
害
で
あ
っ
て
、
行
政
機
関
は
介
入
で
き
な
い
と
し
、
行
政
機
関
が
か
ろ
う
じ
て
介
入
で
き
る
と
し
た
ら
、「
公
的
な
権
利
侵
害
」が

存
在
す
る
事
例
に
の
み
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
を
違
法
な
も
の
と
し
て
批
判
す
る
。
対
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー
や
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
は
、
労
使
に
お
け
る
紛
争
を
単
な
る
「
私
的
」
な
領
域
と
は
捉
え
ず
に
、
行
政
機
関
に
は
調
停
や
調
査
・
業
務
停
止
命
令
発

動
な
ど
司
法
的
権
限
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
行
政
機
関
の
機
能
を
い
わ
ゆ
る
「
私
的
な
」
領
域
に
ま
で

認
め
る
か
否
か
の
問
題
を
内
包
し
た
論
点
で
あ
っ
た
。
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こ
の
議
論
は
全
体
と
し
て
は
、
政
府
の
労
働
政
策
の
内
容
の
評
価
に
関
わ
る
論
点
と
も
言
え
よ
う
。

次
に
あ
る
べ
き
労
使
関
係
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
巡
る
議
論
で
も
二
つ
の
論
点
が
存
在
し
た
。
第
一
の
論
点
は
、
労
使
関
係
は
現
場
の

労
使
の
個
別
自
主
的
な
調
整
に
任
せ
政
府
や
外
部
組
合
も
含
め
外
か
ら
の
強
制
は
一
切
認
め
な
い
と
い
う
立
場
か
、
そ
れ
と
も
対
等

な
交
渉
力
を
持
つ
労
使
に
よ
る
団
体
交
渉
こ
そ
が
安
定
的
労
使
関
係
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
一
定
の
政
府
関
与
は
必
要

で
あ
る
と
す
る
立
場
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
Ｎ
Ａ
Ｍ
と
ハ
リ
マ
ン
は
、
労
使
が
集
団
的
に
協
議
す
る
こ
と
自

体
は
否
定
せ
ず
、
良
好
な
労
使
関
係
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ど
こ
か
ら
も
規

制
さ
れ
ず
強
制
も
さ
れ
な
い
労
使
に
よ
る
自
発
的
な
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
よ
う
な
形
で
使
用
者
へ
の

立
法
に
よ
る
規
制
と
い
う
枠
を
は
め
ら
れ
た
形
で
の
団
体
交
渉
に
は
反
対
す
る
。
対
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー
と
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
、
労
使
が

真
に
対
等
な
関
係
は
、
労
働
者
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
の
完
全
な
実
現
を
保
障
す
る
立
法
の
下
で
の
団
体
交
渉
に
よ
っ
て
初
め
て

実
現
す
る
と
の
立
場
を
と
る
。
こ
の
対
抗
は
、
労
使
の
現
実
的
な
対
等
さ
が
、
全
く
規
制
な
し
に
実
現
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
経
済

的
に
圧
倒
的
に
強
い
立
場
に
あ
る
使
用
者
の
行
動
を
規
制
し
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
か
に
関
す
る
論
点
で
あ
っ
た
。

第
二
の
論
点
が
、「
会
社
組
合
」禁
止
規
定
に
関
わ
る
労
働
者
の
組
織
化
の
あ
り
方
の
議
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
Ｎ
Ａ
Ｍ
は
、

自
主
的
な
労
使
関
係
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
最
も
良
い
労
働
者
の
組
織
の
さ
れ
方
は
、労
使
協
議
会
で
あ
り
、労
働
組
合
は
ク
ロ
ー

ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
労
働
力
の
独
占
と
い
う
恐
ろ
し
い
目
的
を
持
っ
て
い
る
と
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
ハ
リ
マ
ン
は
、
Ａ

Ｆ
Ｌ
な
ど
労
働
組
合
そ
れ
自
体
に
対
し
て
は
反
対
し
て
お
ら
ず
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
の
よ
う
な
評
価
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
誠
実
に
組
織

さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
労
働
組
織
を
締
め
出
す
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
デ
ニ
ス
ン
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
役
割
を
積
極
的
に
評
価
し
て

は
い
る
が
、
労
働
組
合
主
義
と
い
う
単
一
の
労
使
関
係
モ
デ
ル
に
収
斂
さ
せ
る
影
響
を
持
つ
ワ
グ
ナ
ー
法
の
「
会
社
組
合
」
禁
止
の

規
定
に
は
反
対
し
、
従
業
員
代
表
制
を
労
働
組
合
主
義
の
補
完
物
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
他
方
で
ワ
グ
ナ
ー
は
、
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ワ
グ
ナ
ー
法
の
規
定
と
し
て
は
、
単
一
の
モ
デ
ル
の
優
遇
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
労
働
者
の
賃
金
水
準
の
問
題
な
ど
全
国
的
課
題
や
、

労
働
立
法
、
社
会
保
障
立
法
な
ど
の
政
治
課
題
へ
の
労
働
者
階
級
の
影
響
力
拡
大
を
目
指
す
と
な
る
と
、
全
国
、
州
、
産
業
レ
ベ
ル

で
の
組
織
化
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
論
ず
る
。

こ
の
労
働
者
組
織
の
あ
り
様
の
問
題
に
い
た
っ
て
初
め
て
、労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ワ
グ
ナ
ー
と
、実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
で
ワ
グ
ナ
ー

法
支
持
派
の
デ
ニ
ス
ン
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
ら
二
〇
世
紀
基
金
と
で
立
場
が
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
単
に
労
使
間
の
紛
争
解
決
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
労
使
関
係
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
し
て
公
平
な
購
買
力
分
配
に
依
拠
し
た
産
業
復
興
を
実
現
す
る
か
、
と
い

う
展
望
と
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
産
業
復
興
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
描
い
て
い
た
ワ
グ
ナ
ー
と
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て

明
瞭
な
展
望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
と
で
は
、
こ
の
点
で
立
場
に
違
い
が
現
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
労
働
政
策
に
対
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
見
解
は
、
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
、

ひ
い
て
は
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
部
で
も
、
完
全
に
一
致
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
派
が
全
体
と
し
て
共
通
し
て
い
た

点
は
、
労
働
者
に
対
し
て
、
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
と
い
う
労
働
に
特
有
の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
一
九
二
〇
年
代
の
よ
う
に
、
国
家
が
労
働
者
の
権
利
を
認
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
法
的
に
は
産
業
内
部
に
お
け
る
労
働
者
が
未
権

利
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
状
況
は
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
労
働
者
へ
の
独
自
の
権
利
を
付
与
す
る
際
の
具
体
的
な
方
策
に
関
し
て
は
、
階
級
立
法
的
性
格
を
認
め
る
か
否
か
、

ま
た
行
政
権
限
の
労
使
関
係
の
分
野
へ
の
介
入
を
認
め
る
か
否
か
で
は
、
意
見
が
割
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
対
立
が
ワ
グ
ナ
ー
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法
を
支
持
す
る
か
ど
う
か
の
立
場
を
分
け
る
対
立
点
で
あ
っ
た
。
労
働
者
独
自
の
権
利
付
与
の
方
策
、
つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
法
律
規

定
を
作
れ
ば
独
自
の
権
利
の
行
使
を
実
質
的
に
保
障
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
実
際
の
労
使
紛
争
の
解
決
に
携
わ
り
な

が
ら
考
察
し
て
き
た
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
、
そ
う
し
た
現
実
の
方
策
に
関
す
る
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
有
し
て
い

な
か
っ
た
ハ
リ
マ
ン
ら
の
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
内
ワ
グ
ナ
ー
法
反
対
派
と
で
は
、
階
級
的
に
偏
っ
た
性
格
を
持
つ
ワ
グ
ナ
ー
法
へ
の

立
場
は
正
反
対
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
法
的
性
格
を
支
持
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
、
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
と
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
ワ
グ
ナ
ー
法
支
持

派
と
の
間
で
も
、
ワ
グ
ナ
ー
法
の
先
に
実
現
さ
れ
る
産
業
復
興
を
と
も
な
っ
た
安
定
的
な
（
労
使
関
係
の
）
体
制
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は

異
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
労
働
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
産
別
な
い
し
は
全
国
規
模
で
の
労
働
組
合
の
組
織
化
に
期
待
し
て
い
た
。
そ

し
て
広
範
に
組
織
さ
れ
た
労
働
運
動
に
は
、
全
国
的
な
産
業
行
動
に
よ
っ
て
全
国
的
規
模
の
問
題
に
お
け
る
企
業
へ
の
規
制
力
を
発

揮
し
、
政
治
課
題
に
対
す
る
要
求
行
動
の
強
さ
も
期
待
し
、
リ
ベ
ラ
ル
な
立
法
活
動
を
後
押
し
す
る
勢
力
と
し
て
期
待
し
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
労
働
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
は
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
階
級
立
法

と
し
て
の
労
働
法
の
存
在
、
連
邦
政
府
の
「
私
的
」
領
域
へ
の
介
入
権
限
を
認
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
対
抗
が
存
在
し
て

い
た
。
実
業
界
リ
ベ
ラ
ル
派
が
全
体
と
し
て
、
ワ
グ
ナ
ー
法
と
い
う
階
級
的
に
労
働
者
に
有
利
に
「
偏
り
」、
労
使
関
係
と
い
う
「
私

的
」
領
域
へ
労
働
者
が
有
利
な
形
で
政
府
が
干
渉
す
る
権
限
を
認
め
る
立
法
を
認
め
る
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
第
二
期
と
い
う

ア
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
左
傾
化
し
た
時
期
と
呼
ば
れ
る
と
き
で
さ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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d R

o
y
a
l E
.
M
o
n
tg
o
m
ery

,
O
rga-

n
ized

 
L
abor

(N
ew
 
Y
o
rk
:
A
M
S P

ress,
1976),

700-701.

10
）

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
一
九
三
五
年
五
月
二
七
日
の
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
違
憲
判
決
（A

.
L
.
A
.
S
ch
ech

ter
 
P
ou
ltry

 
C
orporation

 
v.
U
n
ited

 
S
tates,

295
U
.S
.
495

、
通
称
、
シ
ェ
ク
タ
ー
判
決
）
ま
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
長
期
延
長
に
こ
だ
わ
っ
て
お

り
、
全
国
労
働
関
係
法
案
に
は
積
極
的
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。

11
）

T
h
e
 
D
em
o
cra

tic
 
N
a
tio
n
a
l C

o
n
v
en
tio
n
,
O
fficial

 
R
eport

 
of
 
th
e
 
P
roceed

in
gs
 
of
 
th
e
 
D
em
ocratic

 
N
ation

al
 

C
on
ven

tion
(W

a
sh
in
g
to
n D

.C
.:
N
a
tio
n
a
l D

em
o
cra

tic C
o
m
m
ittee,

1936),
192；

J.
Jo
sep

h H
u
th
m
a
ch
er,

S
en
ator

 
R
obert

 
W
agn

er an
d
 
th
e R

ise of U
rban

 
L
iberalism

(N
ew
 
Y
o
rk
:
A
th
en
eu
m
,
1968),

109-118.

12
）

少
し
時
期
は
下
る
が
、
一
九
三
八
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ア
メ
リ
カ
労
働
党
（th

e A
m
erica

n L
a
b
o
r P
a
rty

）
の
集
会
で
ワ
グ

ナ
ー
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
労
働
運
動
と
の
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。「
労
働
者
階
級
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
こ
の
運
動
で

同
盟
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
現
代
世
界
に
お
い
て
、
我
々
は
、
労
働
者
階
級
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
な
し
に
そ
の
独
立
を
保
つ
こ
と
は

で
き
ず
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
労
働
者
階
級
の
援
助
な
し
に
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。Sp

eech
 

a
t A

m
erica

n
 
L
a
b
o
r P

a
rty
 
R
a
lly
,
O
cto

b
er

31,
1938,

fo
ld
er

41,
b
o
x
104,

R
o
b
ert F

.
W
a
g
n
er P

a
p
ers,

S
p
ecia

l
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C
o
llectio

n
s,
L
a
u
in
g
er L

ib
ra
ry
,
G
eo
rg
eto

w
n U

n
iv
ersity

,
W
a
sh
in
g
to
n
,
D
.C
.
(h
erein

a
fter cited a

s R
F
W
 
P
a
p
ers ).

13
）

「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
派
の
産
業
復
興
構
想
」
二
三
｜
二
六
頁
。

14
）

S
k
o
cp
o
l,
“P
o
litica

l R
esp

o
n
se to C

a
p
ita
list C

risis,”
189；

S
k
o
cp
o
l a
n
d M

a
rg
a
ret W

eir,
“S
ta
te S

tru
ctu

re a
n
d

 
th
e P

o
ssib

ilities fo
r
‘K
ey
n
esia

n
’
R
esp

o
n
ses to th

e G
rea

t D
ep
ressio

n in S
w
ed
en
,
B
rita

in
,
a
n
d th

e U
n
ited S

ta
tes,”

P
eter E

v
a
n
s a

n
d D

ietrich R
u
esch

em
ey
er a

n
d T

h
ed
a S

k
o
cp
o
l,
ed
s.,
B
rin
gin

g
 
th
e S

tate B
ack

 
In

(C
a
m
b
rid
g
e:

C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
1985),

137.

15
）

Irv
in
g B

ern
stein

,
T
h
e N

ew
 
D
eal C

ollective B
argain

in
g P

olicy
(B
erk

ley
:
U
n
iv
ersity o

f C
a
lifo

rn
ia P

ress,
1950),

132-146.

16
）

な
お
、
ワ
グ
ナ
ー
法
が
違
憲
か
合
憲
か
と
い
う
憲
法
上
の
評
価
に
か
か
わ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
別
の
機
会
に

検
討
し
た
い
。

17
）

A
d
d
ress b

y S
en
a
to
r R

o
b
ert F

.
W
a
g
n
er,

“N
.
R
.
A
.
C
o
d
es”,

o
n M

a
rch

12,
1934,

in N
a
tio
n
a
l L
a
b
o
r R

ela
tio
n
s

 
B
o
a
rd
,
co
m
p
.,
T
h
e L

egislative H
istory of th

e N
ation

al L
abor R

elation
s A

ct,
1
9
3
5
(W

a
sh
in
g
to
n
,
D
.
C
.:
U
S
G
P
O
,

1947)
(h
erein

a
fter cited a

s L
H
-N
L
R
A
),
20；

R
o
b
ert W

a
g
n
er,

“E
x
p
la
n
a
to
ry
 
S
ta
tem

en
t u

p
o
n
 
in
tro
d
u
cin
g
 
S
.

1958,”
L
H
-N
L
R
A
,
1311.

18
）

S
ta
tem

en
t o
f L

a
b
o
r C

o
n
tro
v
ersies,

D
eb
a
te in S

en
a
te o

n S
en
a
te Jo

in
t R

eso
lu
tio
n
143,

L
H
-N
L
R
A
,
1182.

19
）

W
a
g
n
er,

“N
.
R
.
A
.
C
o
d
es,”

20.

20
）

W
a
g
n
er,

“E
x
p
la
n
a
to
ry S

ta
tem

en
t u
p
o
n in

tro
d
u
cin
g S

.
1958,”

1311-1312.

21
）

D
eb
a
tes o

n S
.
1958

in S
en
a
te,

o
n M

a
y
14-16,

1935,
L
H
-N
L
R
A
,
2331-2336；

S
ta
tem

en
t o

f H
o
n
.
R
o
b
ert F

.
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W
a
g
n
er,

U
.
S
.
C
o
n
g
ress,

S
en
a
te
 
C
o
m
m
ittee

 
o
n
 
E
d
u
ca
tio
n
 
a
n
d
 
L
a
b
o
r,
N
ation

al
 
L
abor

 
R
elation

s
 
B
oard

:

H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
 
before

 
th
e
 
C
om
m
ittee

 
on
 
E
d
u
cation

 
an
d
 
L
abor,

74th
 
C
o
n
g
.,
1st S

ess.,
in
 
L
H
-N
L
R
A
,

1414-1421.

従
業
員
代
表
と
の
団
体
交
渉
拒
否
を
不
当
労
働
行
為
と
規
定
す
る
五
点
目
は
、
一
九
三
五
年
二
月
の
提
出
直
後
に
上
院
労

働
委
員
会
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

22
）

S
ta
tem

en
t o
f H

en
ry I.

H
a
rrim

a
n
,
U
.S
.
C
o
n
g
ress S

en
a
te,

C
o
m
m
ittee o

n E
d
u
ca
tio
n a

n
d L

a
b
o
r,
T
o C

reate a
 

N
ation

al L
abor B

oard
:
H
earin

gs on
 
S
.
2
9
2
6
 
before th

e C
om
m
ittee on

 
E
d
u
cation

 
an
d
 
L
abor,

73rd C
o
n
g
.,
2n
d

 
sess.,

L
H
-N
L
R
A
,
531-532；

S
ta
tem

en
t o
f H

en
ry I.

H
a
rrim

a
n
,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
L
R
A
,
1849.

23
）

S
ta
tem

en
t o
f W

illia
m
 
H
.
D
a
v
is,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
2107.

24
）

D
eb
a
te in S

en
a
te o

n H
o
u
se Jo

in
t R

eso
lu
tio
n
375：

D
eb
a
tes in S

en
a
te o

n Ju
n
e
16,

1934,
L
H
-N
L
R
A
,
1222.

25
）

D
eb
a
tes o

n S
.
1958

in S
en
a
te,

L
H
-N
L
R
A
,
2357-2368.

26
）

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1423.

27
）

S
ta
tem

en
t o
f Ja

m
es A

.
E
m
ery

,
H
earin

gs on
 
S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
L
R
A
,
390；

C
o
n
g
ress o

f A
m
erica

n In
d
u
stry a

n
d

 
N
a
tio
n
a
l A

sso
cia
tio
n o

f M
a
n
u
fa
ctu

res,
P
latform

 
an
d
 
R
esolu

tion
s
(N
A
M
 
o
f th

e U
n
ited S

ta
tes o

f A
m
erica

,

1934),
43.

28
）

S
ta
tem

en
t o
f H

a
rrim

a
n
,
H
earin

gs on
 
S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
R
L
A
,
531；

S
ta
tem

en
t o

f H
a
rrim

a
n
,
H
earin

gs on
 
S
.

1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1849.

29
）

B
ern

stein
,
T
h
e N

ew
 
D
eal C

ollective B
argain

in
g P

olicy,
107.

議
会
に
よ
る
労
使
間
の
規
制
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
違

反
し
、
違
憲
で
あ
る
と
す
る
エ
メ
リ
ー
の
議
論
に
対
し
て
ワ
グ
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
す
で
に
、
一
九
三
〇
年
五
月
二
六
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日
の
「
テ
キ
サ
ス
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
鉄
道
会
社
対
鉄
道
事
務
労
働
者
友
愛
会
」
判
決
（T

exas
&
N
ew
 
O
rlean

s R
ailroad

s C
o.

et al.
v.
B
roth

erh
ood

 
of R

ailw
ay

&
S
team

sh
ip C

lerks et al.,
281

U
.S
.
548）

で
の
連
邦
最
高
裁
判
決
で
、
鉄
道
労
働
法

の
結
社
の
自
由
の
保
障
、
会
社
に
支
配
さ
れ
た
組
合
の
禁
止
、
特
定
の
組
合
に
入
っ
て
い
る
こ
と
な
い
し
は
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
を

使
用
者
が
求
め
る
こ
と
の
禁
止
と
い
っ
た
条
項
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
①
法
案
で
規
定
し
て
い
る
被
用
者
の
活

動
や
組
織
化
の
権
利
の
妨
害
、
②
労
働
組
合
の
結
成
・
運
営
に
対
す
る
使
用
者
の
支
配
・
干
渉
、「
会
社
組
合
」
の
設
立
の
強
要
、
③
被

用
者
の
差
別
的
待
遇
を
行
う
こ
と
で
の
組
合
へ
の
加
入
（
非
加
入
）
の
強
要
と
い
う
三
つ
の
不
当
労
働
行
為
は
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

の
下
で
認
め
ら
れ
、
被
用
者
の
告
発
・
証
言
を
理
由
と
し
た
解
雇
・
差
別
的
待
遇
と
い
う
不
当
労
働
行
為
は
そ
の
表
面
上
、
公
正
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
。Irv

in
g B

ern
stein

,
T
u
rbu

len
t Y

ears:
A
 
H
istory of A

m
erican

 
W
orker,

1
9
3
3
-1
9
4
1

(B
o
sto
n
:
H
o
u
g
h
to
n M

ifflin
,
1969),

334.

30
）

N
A
M
,
P
latform

 
an
d R

esolu
tion

s,
41-43；

S
ta
tem

en
t o
f E
m
ery

,
H
earin

gs on S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
R
L
A
,
p
.
415-418；

H
o
m
er D

.
S
a
y
re,

“S
u
ccessfu

l E
m
p
lo
y
er-E

m
p
lo
y
ee R

ela
tio
n
s,”

N
A
M
 
L
abor R

elation
s B

u
lletin

,
n
o
.
13
(M

a
y
18,

1936),
7.

31
）

S
ta
tem

en
t o
f H

a
rrim

a
n
,
H
earin

gs on S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
L
R
A
,
530-531；

S
ta
tem

en
t o
f H

a
rrim

a
n
,
H
earin

gs on S
.

1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1849.

32
）

S
ta
tem

en
t o
f D

a
v
is,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
2099.

33
）

「
会
社
組
合
」
と
の
表
記
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
で
禁
止
さ
れ
た
「
会
社
に
よ
る
組
合
支
配
（co

m
p
a
n
y d

o
m
in
a
ted u

n
io
n

）」
を
意

味
す
る
際
に
用
い
る
。
会
社
単
位
で
の
組
合
と
い
う
意
味
合
い
も
含
め
て
用
い
る
場
合
に
は
、
鍵
括
弧
は
用
い
な
い
。

34
）

W
a
g
n
er,

“N
.
R
.
A
.
C
o
d
es,”

L
H
-N
R
L
A
,
21.
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35
）

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1416；

D
eb
a
te in S

en
a
te o

n H
o
u
se Jo

in
t R

eso
lu
tio
n

375,
L
H
-N
L
R
A
,
1234.

36
）

実
際
一
九
三
三
年
の
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
制
定
後
に
は
会
社
組
合
が
急
増
し
た
。
三
〇
年
か
ら
三
二
年
ま
で
に
結
成
さ
れ
た
会
社
組
合
数
は
二

九
件
で
あ
っ
た
の
が
、
三
三
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
は
三
七
八
と
増
え
て
い
る
。U

.S
.
D
ep
a
rtm

en
t o
f L

a
b
o
r,
“C
h
a
ra
cteris-

tics o
f C

o
m
p
a
n
y U

n
io
n
s,
1935,”

B
u
lletin

634
(Ju

n
e
1937),

51.

37
）

R
o
b
ert F

.
W
a
g
n
er,

“C
o
m
p
a
n
y U

n
io
n
s,”

N
ew
 
Y
ork T

im
es,

M
a
rch

11,
1934,

L
H
-N
L
R
A
,
23-25；

S
ta
tem

en
t o
f

 
W
a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1416.

38
）

S
ta
tem

en
t o
f E

m
ery

,
H
earin

gs on
 
S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
L
R
A
,
379,

393.

39
）

H
en
ry I.

H
a
rrim

a
n
,
“T
w
o Y

ea
rs,”

V
ital S

peech
es of th

e D
ay

1,
n
o
.
14
(A
p
ril

8,
1935),

421.

40
）

S
ta
tem

en
t o
f H

en
ry D

en
n
iso
n
,
H
earin

gs on
 
S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
R
L
A
,
435-438.

41
）

ワ
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
三
五
年
二
月
二
一
日
に
行
っ
た
上
院
に
お
け
る
全
国
労
働
関
係
法
案
の
趣
旨
説
明
で
、

「
法
案
は
、
全
国
組
合
を
促
進
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
特
定
の
組
合
の
え
こ
ひ
い
き
も
し
な
い
」し
、「
職
種
別
、
産
業
別
の
組
織
化

を
優
先
す
る
も
の
で
も
な
い
」が
、
ワ
グ
ナ
ー
法
が
唯
一
、
違
法
化
し
た

会
社
組
合
」に
関
す
る
規
定
に
よ
っ
て
、「
法
案
が
い
く
つ
か

の
特
定
の
組
合
組
織
化
の
様
式
に
肩
入
れ
す
る
よ
う
偏
向
し
て
い
る
と
い
う
間
違
っ
た
印
象
」が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

W
a
g
n
er,

“E
x
p
la
n
a
to
ry S

ta
tem

en
t u
p
o
n in

tro
d
u
cin
g S

.
1958,”

L
H
-N
L
R
A
,
1312-1313.

42
）

Ib
id
.,
1313.

43
）

Ib
id
；
S
ta
tem

en
t o
f H

o
n
.
R
o
b
ert F

.
W
a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1419.

44
）

C
o
n
g
ress o

f A
m
erica

n In
d
u
stry a

n
d N

A
M
,
P
latform

 
an
d R

esolu
tion

s,
44.

N
A
M
 
L
abor R

elation
s B

u
lletin

は
、
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こ
の
多
数
派
原
理
に
か
か
わ
っ
て
、
一
工
場
内
で
存
在
可
能
な
交
渉
団
体
は
一
つ
だ
け
か
、
そ
れ
と
も
複
数
可
能
か
と
い
う
問
題
の
解

釈
で
の
大
統
領
と
Ｎ
Ｌ
Ｂ
・
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
と
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
後
者
の
複
数
の
交
渉
団

体
が
存
在
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
を
と
っ
て
い
る
一
方
で
、
Ｎ
Ｌ
Ｂ
・
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
は
前
者
の
解
釈
を
取
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

“W
o
rk
ers C

o
u
n
cil E

m
p
lo
y
ee R

ep
resen

ta
tio
n P

la
n
s,”

N
A
M
 
L
abor R

elation
s B

u
lletin 1,

n
o
.
3
(N
o
v
em
b
er
1934),

4-5.

45
）

S
ta
tem

en
t o
f Ja

m
es A

.
E
m
ery

,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
2239-2240.

46
）

S
ta
tem

en
t o
f H

a
rrim

a
n
,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1851.

47
）

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1420；

D
eb
a
te in S

en
a
te o

n S
en
a
te Jo

in
t R

eso
lu
tio
n

143,
L
H
-N
L
R
A
,
1192.

48
）

F
in
d
in
g
s a
n
d R

eco
m
m
en
d
a
tio
n
s o
f th

e S
p
ecia

l C
o
m
m
ittee o

n th
e G

o
v
ern

m
en
t a
n
d L

a
b
o
r o
f th

e T
w
en
tieth

 
C
en
tu
ry F

u
n
d
,
In
c.,
in S

ta
tem

en
t o
f D

a
v
is,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
2108.

49
）

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1424-1427；

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.

2
9
2
6
,
L
H
-N
R
L
A
,
40.

50
）

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1422；

D
eb
a
tes o

n S
.
1958

in S
en
a
te,

L
H
-N
R
L
A
,

2369-2373.

51
）

S
ta
tem

en
t o
f E

m
ery

,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1630-1642,

2237-2238

52
）

S
ta
tem

en
t o
f H

a
rrim

a
n
,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
1850-1851.

53
）

S
ta
tem

en
t o
f D

a
v
is,
H
earin

gs on
 
S
.
1
9
5
8
,
L
H
-N
R
L
A
,
2092-2107.

147

アメリカ全国労働関係法とニューディール・リベラル派



54
）

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
R
L
A
,
40；

R
o
b
ert F

.
W
a
g
n
er,

“E
x
p
la
n
a
to
ry S

ta
tem

en
t

 
u
p
o
n in

tro
d
u
cin
g S

.
2926”

(o
n M

a
rch

1,
1934),

L
H
-N
L
R
A
,
17.

55
）

W
a
g
n
er
“N
.
R
.
A
.
C
o
d
es,”

L
H
-N
R
L
A
,
21；

S
ta
tem

en
t o
f W

a
g
n
er,

H
earin

gs on
 
S
.
2
9
2
6
,
L
H
-N
R
L
A
,
40.

﹇
二
〇
〇
七
年
一
月
十
八
日
の
審
査
を
経
て
、
同
年
五
月
十
六
日
掲
載
決
定
﹈

（
元
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
特
別
研
究
員
助
手
、
現
千
葉
商
科
大
学
商
経
学
部
専
任
講
師
）
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